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西 原 町 議 会 だ よ り（3）第 16  号 2003（平成15年）６月１日発行

完成予想図

平成15年度主要事業�
◎西原町立図書館建設事業�
◎一般戦没者刻銘版の設置�
　沖縄戦で犠牲になった一般町民戦没者名の碑を西原の塔内に設置�

◎坂田小学校運動場整備・西原東中学校防音工事�
◎各種予防接種・乳幼児医療費助成�
◎いいあんべー家運営委託料�
◎認可保育園への運営費負担金�
◎障害者支援費制度への移行�
◎精神障害者居宅生活支援事業�
◎西原シティ（サンエー）建設への資金貸付事業�
◎第14回西原まつり補助金�
◎事業所ごみ指定袋導入事業�
◎西原運動公園（テニスコート）整備事業�
◎東崎都市緑地整備事業�
◎東崎公園整備事業�

11億2,840万円�
940万円�

�
4億7,810万円�
5,900万円�
1,880万円�

4億8,620万円�
1億8,840万円�

380万円�
4億2,000万円�

700万円�
560万円�

1億2,000万円�
4億円�

3億4,200万円�

図書館規模概要（約3,216g）�
１階部分（約2,425g）�
　・エントランスホール�
　・開架室�
　・閉架書庫�
　・対面朗読室�
　・グループ室�
　・事務室�
２階部分（約791g）�
　・視聴覚室�
　・集会室�
　・ボランティア室�
　・マルチメディア工房�

™歳入については、課税客体の的確な把握に充分留意し、自主財源の確保をはじめ、徴収率のアップを図り、財政の健
全化を図ること。�

™厳しい財政事情に鑑み、職員の資質向上を図り、適材適所の人事配置、業務の合理化等を徹底し、超過勤務の抑制
を強く要望すると共に、予算執行に当たっては、常に最少の経費で最大の効果を上げるよう適正な執行に努めること。�

◇◇◇  総務財政常任委員会における要望事項  ◇◇◇�

自主財源�
31.3%

100億円�
突破�

否決�

西 原 町 議 会 だ よ り 第 16  号 （2）2003（平成15年）６月１日発行

　平成15年度西原町定例議会が３月７日に召集。３月27日までの14日間の会期で開催
された。一般会計はまず総務財政常任委員会に付託され、さらに各常任委員会審査およ
び連合審査（全議員による）をへて、本会議において審議、一部修正案が２名の議員（新
田宗信・伊川幸子）から提案されたが、18名議員の賛成多数で原案可決されました。�

提案者（新田宗信・伊川幸子）�
™歳入および歳出、各々の総額108億
9,956万2千円から、図書館費の10億
1,560万円減額し、歳入額および歳出
額を98億8,396万2千円とする。�

™修正案の理由�
図書館建設後のランニングコスト等
を考慮した時、健全な財政運営に懸
念を持つ。�

依存財源　68.7%

自主財源�
31.3%

歳出�
108億9,956万円�

消防費�
（4億2,307万円）�

3.9%

商工費�
（4億3,468万円）�

4.0%

衛生費�
（5億1,742万円）�

4.7%�
�

公債費�
（7億9,224万円）�

7.2%�
�

総務費�
（10億6,627万円）�

9.8%

民生費�
（21億1,070万円）�

19.4%

教育費�
（29億9,396万円）�

27.5%

農林水産業費�
（3億4,841万円）�

3.2%
その他�

（1億7,425万円）�
1.6%

町税�
（25億7,755万円）�

23.7%

繰入金�
（2億4,601万円）�

2.3%

諸収入�
（2億4,045万円）�

2.2%

財産収入�
（1億134万円）�

0.9%
その他�

（1億1,116万円）�
1.0%

地方交付税�
（17億2,243万円）�

15.8%

国庫支出金�
（19億4,059万円）�

17.8%

町債�
（26億6,860万円）�

24.5%

県支出金�
（6億5,817万円）�

6.0%

地方消費税�
交付金�

（2億3,000万円）�
2.1%

地方譲与税�
（1億800万円）�

1.0%

その他�
（1億6,226万円）�

1.5%

分担金及び�
負担金�

（1億3,300万円）�
1.2%

歳出�
108億9,956万円�

土木費�
（20億3,856万円）�

18.7%

自主財源�
31.3%

100億円�
突破�
100億円�
突破�

否決�否決�



西 原 町 議 会 だ よ り（5）第 16 号 2003（平成15年）６月１日発行

あと３件の工事で事業完結をY

共用開始で使用料アップY

〈歳入〉6,572万8千円�

〈歳出〉6,572万8千円�

　歳入・歳出予算の総額6,572万8千円となる。（前
年度比49.2％減）原案どおり可決となる。�
�
　未整備３ケ所の工事が進まず、早期決着し、
工事の完了を求める。不況の時代、保留地の処
分が進まず、事業の完結を求めて可決。�

（処分規則の改定）�

　歳入・歳出予算の総額は、6億8,841万3千円
となる。�
�
　公共下水道一部共用開始による使用料が170
％アップを見込み（サンエー西原店、小中校、
公共施設の接続になる）で、公共下水道の接続
促進を求め原案どおり可決した。�
　兼久地区、マリンタウン地区等で工事を予定
しています。�

　マリンタウン関連工事完了の為、資本的収入は前年度比47.09％減、
工事は幸地、兼久、我謝を予定しています。�

配水及び�
給水費�

65,658千円�
（7.35％）�

総係費�
132,551千円�
（14.85％）�

（１）収益的収入及び支出�

収　入� 865,015
864,634支　出�

単位：千円�

（２）資本的収入及び支出�

収　入� 45,831
119,575支　出�

単位：千円�

資本的収入額が資本的支出額に対
する不足金は、過年度分損益勘定
留保金70,000千円当年度分損益勘
定保留金3,744千円で補てんする。�

〈歳入〉6億8,841万3千円�

〈歳出〉6億8,841万3千円�

（水道
会計の

支出合
計を含

む）�
平成1

5年度
�

土地区画整理事業費�
65,228

（単位：千円）�

その他�
500

保留地処分金�
44,175

繰入金�
21,519

諸収入�
�

その他�
67

（単位：千円）�

町債�
316,800

国庫支出金�
270,000

繰入金�
78,300

諸収入�
15,012

その他�
�

使用料および手数料�
8,296

（単位：千円）�

公債費�
42,824

公共下水道費�
645,091

予備費�
498

（単位：千円）�

営業外収益�
�

特別利益�
�

営業収益�
864,476千円�

収益的収入�
865,015千円�

営業外費用�
60,485千円�

特別損失�
303千円� 予備費�

2,000千円�

営業費用�
801,846千円�

収益的支出�
864,634千円�

西 原 町 議 会 だ よ り 第 16 号 （4）2003（平成15年）６月１日発行

前年度より1億2千万円の増加にY

第一号被保険者、月額4,950円にY

前年度より1千万円増加にY

〈歳入〉25億5,300万円�

〈歳出〉25億5,300万円�

〈歳入〉11億5,717万2千円�

〈歳出〉11億5,717万2千円�

　介護保険料の納付率は普通徴収85.6％、
特別徴収100％となっております。本年度
の保険料徴収率は93％を目標にしており
ます。�
　平成15年から平成17年の第１号被保険
者の介護保険料は、月額4,950円（基準額）
となります。�
　高齢者が要介護状態に陥る事のないよ
う今後の、いいあんべー事業にも益々力
を入れることを要望しました。�

〈歳入〉17億1,789万4千円�

〈歳出〉17億1,789万4千円�

配水及び�
給水費�

65,658千円�
（7.35％）�

総係費�
132,551千円�
（14.85％）�

本年度保険税の徴収目標�
◇一般被保険者分92％以上�
◇退職者分96％以上�
�
　税の徴収率を上げる事は大切なことでありま
すが、医療費の抑制に努める事がより重要であ
り、健康指導事業の充実と予防対策に力を注ぐ
べきである。�
　保険料徴収体制の確立や、医療費の的確な給
付の為の厳密なレセプト点検等を強く求めた。�

　老人人口の増に伴い、伸び続ける
と予想される医療費に関して、いい
あんべー事業や住民検診、健康指導
事業等を活用し、医療費の抑制や多
受診がないか、厳密なレセプト点検
にも努めてもらいたいと強く要望し
ました。�

国庫支出金�
1,292,260

健康保険税�
673,208

繰入金�
324,065

療養給付費交付金�
188,469

共同事業交付金�
58,500

県支出金�
13,862

諸収入�
1,830

その他�
806

（単位：千円）�

（単位：千円）�

保険給付費�
1,513,773

老人保健拠出金�
715,396

介護納付金�
135,520

総務費�
105,736

その他�
13,304

保健事業費�
13,826

共同事業拠出金�
55,445

支払基金交付金�
350,993

県支出金�
137,107

保険料�
184,352

国庫支出金�
293,546

繰入金�
191,009

その他�
165

（単位：千円）�

（単位：千円）�

保険給付費�
1,096,850

総務費�
59,802

その他�
268

諸支出金�
252

支払基金交付金�
1,130,953

国庫支出金�
391,287

繰入金�
97,825

県支出金�
97,821

その他�
8

（単位：千円）�

（単位：千円）�

医療諸費�
1,717,886

その他　8



西 原 町 議 会 だ よ り 第 16 号 （6）2003（平成15年）６月１日発行

国民健康保険（５号補正）�
5,674,000円→歳入歳出とも減額�
総額24億9,459万6千円にY

◇健康保険税の調定変更によるものと国庫補助金で療養給付費等交付金の減額によるもの
が大きい要因である。�
◇保険給付費は増加したものの基金積立金及び予備費の減額によるものである。�

介護保険（６号補正）�
1,956,000円→歳入歳出とも減額�
総額11億3,477万円にY

◇国庫支出金（事務費交付金）の減と、一般会計繰入金（職員給与費等繰入金）の減額に
よるものである。�
◇介護保険制度改正に伴うシステム改修（認定システム等）及び介護認定調査委託料の減
によるものが大きい原因である。�

特別会計補正可決！!

土地区画整理事業特別会計補正（４号補正）�
　歳入・歳出予算総額からそれぞれ42,120千円を減額、予算の総額が161,931千円となる。�
（歳入、保留地処分15,932千円が処分できず、歳出の管理費423千円の減事業費41,697千円
減によるものである。）�

公共下水道事業特別会計補正（５号補正）�

　歳入・歳出予算総額から8,312千円を減額、歳入、歳出予算総額が768,243千円となる。�
（歳入の使用料の1,401千円の減と公共下水道整備費、管理費の減によるものである。）�

　歳入では、国支出金２億1,710万円、町債１億4,700万円が主な補正。�
　歳出では、県支出金２億3,322万円、地方債１億8,670万円、その他5,305万円の特定財源の追
加が主なもので、一般財源からの繰入れを8,000万円余が減額となった。�
　平成14年度繰越明許費、14億410万円は、過年度予算の未執行分であるが、その主なものは、
地域イントラネット基盤整備事業、翁長～上原線、翁長～棚原線、小那覇～マリンタウン線、
西原町立図書館が主な事業である。�

一般会計最終補正可決！!
3億9,141万3千円を追加�

100億1,361万9千円にZ

平成14�
年　度�

平成14�
年　度�

７号�
補正�
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西 原 町 議 会 だ よ り（7）第 16 号 2003（平成15年）６月１日発行

介護保険料（基準額）が4,950円に�

事業所の排出ゴミも分別収集へ�

　ゴミ減量を目指して、事業所から排出されるゴミについても、一般家庭と同様に
指定袋での分別収集になります。�

　今までの実績と将来の見込みにもとづき、３年ごとに制度の見直しが行なわれます。
「高齢者の増加」、「要介護者数の増加」、「介護サービスの増加」などをふまえ
た上で保険料額が見直され、新たな保険料が設定されました。�

事
業
所
用�

燃えるゴミ�
燃えないゴミ�
危険ゴミ�

特大�

大�

中�

小�

40円�

20円�

15円�

10円�

資源ゴミ�

特大�

大�

中�

小�

18円�

  9円�

  7円�

  5円�

いいあんべー家が運用開始�

　平成15年４月１日からの開所にあたり、事業の内容・対象者・使用料や管理委託
先等について審議しました。�
�
職　　　員　　　看護師・介護士の２名が常勤体制�
休　館　日　　　水曜日・祝祭日・年末年始�
ホ　ー　ル　　　９時～22時�
機能訓練室　　　９時～17時�
　　　　　　　　※100円で１人１回３器具まで�
管 理 委 託　　　社会福祉協議会�

第１段階�

所得段階� 対　　象　　者� 保険料額（年額）�

生活保護を受けている方�
老齢福祉年金受給者で世帯全員が住民税非課税� 20,500円a29,700円�

第２段階� 世帯全員が住民税非課税� 30,800円a44,600円�
第３段階� 本人が住民税非課税� 41,100円a59,400円�
第４段階� 本人が住民税課税で年間合計所得金額が200万円に満たない方� 51,400円a74,300円�
第５段階� 本人が住民税課税で年間合計所得金額が200万円以上の方� 61,600円a89,100円�

※いいあんべー共生事業も委託しており、
いいあんべー家と地域のいいあんべ
ー共生事業との連携を図るため�

No16号-P6̃20PDF  03.5.29 3:18 PM  ページ 7
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18,650冊の図書を購入�

平成16年10月開館に向けての図書購入�
　　　平成14年度  2万冊�
　　　平成15年度  4万冊�
　　　平成16年度  2万冊�
�
１名の議員から図書館建設には反対との意義があり、採決の結果18対３の賛成多数で可決しました。�

  反対意見� �
　この２ヶ年間の起債が40億円超す。それがゆえに100億円の一般会計における起債金額になる。
交付税措置されるということではあるが、確実に公債比率が上がるということは無視できないの
で図書館建設そのものも一定期間、財源的、公債比率を十分に検証して、新たに進める必要がある。
今後の西原町の財政的な面も含めて考えれば、いま一度立ち止まるのも勇気ではないか。�

賛成賛成�
多数多数�
賛成�
多数�

開館時　8万冊の予定�

第三次基本構想�

　12月議会で21名による特別委員会に付託されていた議案で、慎重審議の結果、付帯決議を付けて
原案可決しました。�

  付帯決議�
　サブタイトルの使用については、町民から誤解を受けないようにすることを検討すること。�

将来のまちの姿�
　「文教のまち西原」�
　～人かがやき　自然ゆたか　文化かおる　平和創造のまち～�

将来像�
　「文教のまち西原」�

「文教のまち西原」を
より具体的にイメージ
するために加筆した。�

まちづくりの理念�
　１．平和（心豊かに暮らし、多様な交流を通して平和を

創造していくまちをつくります。）�
　２．共生（自然を大切にし、人と人が支えあう共生のま

ちをつくります。）�
　３．躍動（多くの人々のエネルギーを結集し、活力に満

ちたまちをつくります。）�
�

構想の理念�
・自然環境を大切にし、住みよいくら
しを確立すること�
・つねに平和を希求し、創造する
こと�
・豊かさを実現し、活力にあふれ
ること�
・町民が相互に連帯と共感にささ
えられること�
・町民ひとりびとりが創意工夫に
あふれること�

第二次における５つ
の理念を今回「平
和」「共生」「躍動」
という３つの表現で
端的にまとめた。�

まちづくりの基本目標�
　１．平和で人間性豊かな創造のまち�
　２．明るい住みよい健康福祉のまち�
　３．豊かで活力あるまち�

基本目標�
　１．人間性豊かな創造のまち�
　２．明るい住みよい平和なまち�
　３．豊かで活力のあるまち�

本町における最重要
施策と今後の重要課
題として位置付け
た。�

４大構想（リーディングプラン）�
　１．生涯学習のまち構想�
　２．いいあんべー共生のまち構想�
　３．水と緑のまち構想�
　４．ちゅらまち整備構想ということで、第二次における

三大ビジョンを構想としてより具体的に描くため、
施策のイメージを掲げてまとめた。�

三大ビジョン�
　１．ぬくもりのあるまち構想�
　２．生涯学習のまち構想�
　３．豊かな自然を生かしたまち

構想�

�

将来人口�
　39, 000人�

将来人口�
　34, 000人�

�

第二次基本構想� 第三次基本構想�

第二次基本構想と第三次基本構想の主な相違点�

備　考�
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現
在
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ブ
ッ
シ

ュ
政
権
は
イ
ラ
ク
に
よ
る
大
量
破
壊
兵

器
の
開
発
・
貯
蔵
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
理
由
に
、
武
力
攻
撃
が
危
ぐ

さ
れ
る
な
ど
、
国
際
情
勢
は
緊
迫
の
度

を
増
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
動
き
に
対

し
て
、
国
際
的
な
批
判
も
非
常
に
強
ま

っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
カ

ナ
ダ
、
中
国
、
ロ
シ
ア
や
ア
ジ
ア
、
ア

フ
リ
カ
、
中
東
諸
国
は
も
ち
ろ
ん
ア
メ

リ
カ
の
同
盟
諸
国
か
ら
も
非
難
の
声
が

上
が
っ
て
い
る
。
武
力
衝
突
が
起
こ
れ

ば
、
そ
の
惨
禍
は
は
か
り
し
れ
ず
、
紛

争
解
決
の
手
段
と
し
て
戦
争
を
行
う
こ

と
は
、
断
じ
て
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
は
、
人
類

共
通
の
願
い
で
あ
り
、
戦
争
で
犠
牲
に

な
る
の
は
常
に
無
防
備
な
一
般
市
民
で

あ
る
。
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
我
が
国

は
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
確
立
す
る
た

め
、
国
際
協
調
と
国
連
中
心
を
外
交
の

基
本
と
し
、
勇
気
を
も
っ
て
国
際
問
題

の
平
和
的
解
決
の
た
め
に
努
力
す
る
べ

き
で
あ
る
。
戦
争
の
悲
惨
さ
は
、
先
の

大
戦
で
国
内
唯
一
の
地
上
戦
を
体
験

し
、
未
曾
有
の
犠
牲
者
を
出
し
た
我
が

沖
縄
県
民
が
良
く
知
っ
て
い
る
。
イ
ラ

ク
攻
撃
の
事
態
に
な
れ
ば
、
二
○
○
一

年
九
月
十
一
日
の
米
国
中
枢
同
時
テ
ロ

事
件
の
経
験
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
過

度
な
米
軍
基
地
が
集
中
す
る
沖
縄
県
の

観
光
産
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
恐

れ
と
、
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
恐
れ
も

あ
る
。

よ
っ
て
、
日
本
政
府
に
お
い
て
は
、

日
本
国
憲
法
の
精
神
に
の
っ
と
り
、
国

際
法
並
び
に
国
連
憲
章
の
も
と
、
世
界

中
の
い
か
な
る
所
で
も
戦
争
が
行
わ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
毅
然
と
し
た
態

度
で
、
積
極
的
に
あ
ら
ゆ
る
外
交
努
力

を
尽
く
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す

る
。以

上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の

規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
十
五
年
三
月
七
日

沖
縄
県
西
原
町
議
会

あ
て
先

内
閣
総
理
大
臣
　
　
小
泉
純
一
郎
殿

外
務
大
臣
　
　
　
　
川
口
順
子
　
殿

防
衛
庁
長
官
　
　
　
石
破
　
茂
　
殿

衆
議
院
議
長
　
　
　
綿
貫
民
補
　
殿

参
議
院
議
長
　
　
　
倉
田
寛
之
　
殿

西 原 町 議 会 だ よ り（9）第 16 号 2003（平成15年）６月１日発行

イ
ラ
ク
問
題
の
平
和
的
解
決
を
求
め
る
意
見
書

小波津川をはさんで両サイドに町道を認定�
　国道329号西原バイパス（予定）

から国道329号までの区間で、２

級河川に昇格した小波津川の河

川沿いに７c道路の２路線を認定。

（５年計画）�

上里善幸（67）　 字与那城256番地の３�

新教育委員に上里善幸さん�
　与那嶺良栄教育委員長の退任に伴い、新しい委員に元坂田小学校の校長であられた上里さんに同
意しました。�
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い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
図

書
館
の
建
設
が
始
ま
る

わ
け
で
す
が
、
蔵
書
の
数
に
伴

う
購
入
予
算
額
は
町
民
一
人
当

た
り
大
体
何
円
位
に
な
る
の
で

す
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
ま
ず
、
平
成

十
六
年
度
の
開
館
年
度
な
ん
で

す
け
れ
ど
、
こ
の
年
度
の
町
民

一
人
当
た
り
千
二
百
二
十
五
円

に
計
算
上
は
な
っ
て
お
り
ま

す
。
図
書
館
の
設
置
と
運
営
に

関
す
る
、
数
値
基
準
が
あ
り
、

そ
れ
か
ら
し
ま
す
と
七
百
八
十

円
と
な
り
ま
す
。

町
立
中
央
公
民
館
大
ホ

ー
ル
内
へ
の
難
聴
者

（
児
）
へ
の
磁
気
ル
ー
プ
設
置

に
つ
い
て
は
い
つ
頃
に
な
り
ま

す
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
中
央
公
民
館

ホ
ー
ル
の
磁
気
ル
ー
プ
の
問
題

で
す
ね
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て

は
平
成
十
五
年
度
予
算
の
中
で

計
上
し
て
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

予
算
が
通
れ
ば
早
急
に
設
置
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。西

原
台
団
地
、
地
す
べ
り

復
旧
工
事
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
、
十
五
年
度
指
定
、
十

六
年
度
工
事
着
工
が
前
提
だ
が

予
定
は
、
地
権
者
と
の
同
意
状

況
は
ど
う
か
、
又
ど
の
よ
う
な

ハ
ー
ド
ル
が
残
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

土
木
課
長
　
ま
ず
、
は
じ
め
に

台
団
地
地
す
べ
り
復
旧
工
事
の

件
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
県
の
ほ

う
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
け

れ
ど
も
県
の
ほ
う
に
調
査
し
た

段
階
で
は
、測
量
等
を
終
っ
て
、

現
地
の
調
査
中
だ
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て

十
五
年
度
の
五
月
頃
に
は
地
域

指
定
の
告
示
を
予
定
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
、
同
年
五
月
に
平
成
十

六
年
度
事
業
と
し
て
の
新
規
事

業
と
し
て
の
提
出
を
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
取
り
組
み
中
だ

と
、
そ
れ
で
十
六
年
度
の
五
月

に
は
補
助
金
も
予
定
し
て
そ
の

よ
う
な
方
法
で
今
進
め
て
い
る

と
連
絡
が
あ
り
ま
す
。
又
地
権

者
の
件
も
町
と
し
て
県
と
連
絡

を
と
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

町
単
独
事
業
に
つ
い
て
街

灯
、
防
犯
灯
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
実
施
に
向
け
て
ど
の
よ

う
な
優
先
順
位
に
つ
い
て
、
サ

ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
二
号
棟
際
の
街

灯
の
設
置
に
つ
い
て
問
う
。

土
木
課
長
　
担
当
課
の
ほ
う
と

し
て
、
そ
う
い
う
要
望
が
あ
れ

ば
調
査
し
て
十
四
年
度
と
し
ま

し
て
も
台
風
等
で
倒
壊
さ
れ
た

箇
所
が
十
何
件
も
ご
ざ
い
ま
し

た
の
で
そ
れ
を
優
先
し
た
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
。
先
ほ
ど
申
し

ま
し
た
よ
う
に
、
優
先
順
位
等

を
決
め
て
、
早
い
時
期
に
設
置

し
て
い
き
た
い
と
こ
の
よ
う
に

今
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

問

問

問問

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

○
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

○
事
業
系
ご
み
の
手
数
料
実
施
及
び

増
車
計
画
に
つ
い
て

○
太
平
洋
島
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て

○
障
害
者
（
児
）
福
祉
に
つ
い
て

○
教
育
行
政
に
つ
い
て

西 原 町 議 会 だ よ り 第 16 号 （10）2003（平成15年）６月１日発行

富　春治 議員

早期な図書館建設と
中央公民館へ磁気ル
ープの設置、住環境
の整備をZ

小
波
津
川
の
両
サ
イ
ド
の

車
道
幅
は
五
C
の
計
画
で

あ
る
が
歩
道
幅
一
・
五
C
設
置

す
れ
ば
対
面
交
通
は
無
理
で
あ

り
片
側
通
行
を
考
え
て
い
る
の

か
。
川
沿
い
に
は
駐
車
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
て
は
ど
う
か
。
水
害

を
防
ぐ
た
め
の
工
法
と
手
順
は

ど
う
か
。

土
木
課
長
　
小
波
津
川
は
県
の

管
理
道
三
c
と
町
の
遊
歩
道
二

c
に
植
栽
を
計
画
し
て
お
り
、

片
側
通
行
で
考
え
て
い
る
。

川
沿
い
へ
の
駐
車
場
設
置
に

つ
い
て
は
幅
員
が
狭
く
難
し

い
。
浸
水
防
止
の
工
法
と
し
て

は
海
側
か
ら
国
道
側
へ
、
そ
し

て
金
秀
側
へ
施
工
を
予
定
し
て

い
る
。市

町
村
合
併
の
説
明
会
へ

の
町
民
の
参
加
が
少
な
い

状
況
で
あ
る
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
作
業
は
い
つ
頃
仕
上
が

る
の
か
。
そ
の
時
点
で
、
各
自

治
会
単
位
で
説
明
会
を
行
な
う

必
要
は
な
い
か
。

町
長
　
住
民
説
明
会
の
も
ち
方

は
、
合
併
推
進
協
議
会
の
主
催

で
も
行
な
い
、
町
独
自
の
説
明

会
も
必
要
で
あ
り
、
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
も
含
め
て
六
月
あ
た

り
が
適
当
と
考
え
る
。

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
下

で
経
済
活
動
を
展
開
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
や
危

機
管
理
に
つ
い
て
、
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
や
予
算
措
置
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

企
画
財
政
課
長
　
情
報
の
漏
え

い
や
シ
ス
テ
ム
の
破
壊
等
安
全

性
を
確
保
す
る
上
で
サ
ー
バ
ー

機
を
購
入
し
対
策
を
行
っ
て
い

る
。
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
予
算
は

今
年
度
は
二
三
六
万
円
で
あ
る
。

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
域
の
残

っ
て
い
る
事
業
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。住
民
へ
の
開
放
と
自

由
な
出
入
り
は
い
つ
に
な
る
か
。

都
市
計
画
課
長
　
残
っ
て
い
る

事
業
で
は
臨
港
道
路
一
号
と
二

号
、緑
地
一
と
二
、港
湾
施
設
、

我
謝
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
線
以
上
が

進
行
中
で
あ
る
。
地
域
の
開
放

に
つ
い
て
は
、
船
揚
げ
場
側
の

緑
地
が
十
六
年
度
四
月
予
定
、

多
目
的
広
場（
与
那
原
側
）は
早

く
て
十
七
年
度
予
定
、
東
崎
公

園
と
東
崎
都
市
緑
地
に
つ
い
て

は
二
十
年
予
定
、人
工
ビ
ー
チ
は

十
八
年
四
月
の
予
定
で
あ
る
。

信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て

で
す
が
、
兼
久
バ
ス
停

（
村
さ
来
）
側
の
交
差
点
は
我

謝
一
号
線
（
海
側
）
か
ら
国
道

へ
進
入
す
る
際
、
右
折
が
難
し

い
。
又
町
道
兼
久
線
（
コ
ク
ヨ

側
）
か
ら
国
道
へ
の
右
折
が
厳

し
い
。
そ
し
て
池
田
ダ
ム
近
く

の
三
差
路
で
は
カ
ン
ト
リ
ー
側

か
ら
池
田
大
名
線
へ
進
入
す
る

際
の
右
折
が
困
難
で
あ
る
。
設

置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長
　
兼
久
も
池
田
の
交

差
点
も
浦
添
暑
に
今
後
と
も
粘

り
強
く
要
請
し
て
い
く
。

問

問問

問問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録
（
録
音
テ
ー

プ
）
に
基
づ
い
て
各
議
員
が
原
稿
を
ま
と
め
、
編

集
委
員
会
が
最
終
確
認
を
し
た
も
の
で
す
。�

玉井正幸　議員

小波津川の両サイド
の車道は片側通行を
考えているのか？
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西
原
の
塔
に
新
規
事
業

と
し
て
、
戦
没
者
刻
銘

碑
を
設
置
す
る
予
定
だ
が
、
憲

法
第
九
条
の
条
文
と
、
二
度
と

戦
争
を
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い

旨
の
標
語
を
一
般
町
民
等
か
ら

公
募
し
て
、
一
緒
に
建
立
で
き

な
い
か
？

町
長
　
十
分
検
討
し
て
、
適
当

な
方
法
が
あ
れ
ば
、
で
き
る
だ

け
判
り
や
す
い
よ
う
に
設
置
し

た
い
。任

意
の
合
併
協
議
会
を

立
ち
上
げ
て
い
る
が
、

次
に
来
る
で
あ
ろ
う
法
定
協
議

会
の
判
断
の
前
に
合
併
し
な
い

場
合
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す

る
べ
き
と
思
う
が
？

町
長
　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
か

け
る
時
期
に
来
て
い
る
が
、
や

や
遅
れ
気
味
で
あ
る
。

住
民
投
票
の
時
期
に
つ
い

て
は
い
つ
頃
か
？
　
合
併

を
し
な
く
て
も
や
っ
て
行
け
る

か
、
行
け
な
い
の
か
、
や
っ
て

行
け
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ど
こ

と
合
併
す
る
の
か
、
こ
の
順
序

だ
と
思
う
。
合
併
の
賛
否
を
判

断
す
る
た
め
の
説
明
責
任
が
あ

る
と
思
う
が
。

町
長
　
資
料
に
基
づ
い
て
ど
う

い
う
ま
ち
が
想
定
で
き
る
の
か

と
い
う
概
要
が
あ
る
程
度
出
て

こ
な
い
と
い
か
な
い
。
そ
れ
が

出
て
は
じ
め
て
住
民
説
明
会
が

出
来
る
。
合
併
し
た
ら
こ
う
な

る
で
あ
ろ
う
、
し
な
け
れ
ば
こ

う
な
る
で
あ
ろ
う
と
、
両
面
か

ら
検
証
し
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
う
い
う
資
料
に
基
づ
い
て
説

明
会
を
や
っ
て
行
く
。
そ
の
次

は
法
定
協
議
会
に
移
行
す
る
の

か
、
し
な
い
の
か
、
合
併
問
題

に
つ
い
て
町
民
と
し
て
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
を
資
料
に
基
づ

い
て
判
断
し
て
い
た
だ
く
訳
で

す
か
ら
、
住
民
投
票
条
例
の
準

備
を
六
月
議
会
に
間
に
合
せ
た

い
。
六
月
ま
で
に
住
民
投
票
を

や
る
と
か
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
そ
の
他
が
整
う
と
い
う
事
で

は
な
い
。
任
意
協
議
会
の
進
捗

状
況
か
ら
し
て
も
六
月
ま
で
の

説
明
会
も
か
な
り
厳
し
い
。

隣
接
す
る
浦
添
市
と
の
一

市
一
町
の
枠
組
み
は
検
討

で
き
な
か
っ
た
の
か
？

町
長
　
五
市
町
村
の
研
究
会
で

も
一
○
年
〜
二
○
年
先
と
出
て

い
た
し
、
任
意
協
議
会
を
立
ち

上
げ
る
時
に
も
両
市
村
に
一
緒

に
や
り
ま
せ
ん
か
と
申
入
れ
も

し
た
が
、
参
加
す
る
こ
と
を
控

え
さ
せ
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。

浦
添
市
長
は
、
合
併
す
る

ん
で
あ
れ
ば
西
原
と
。
そ

れ
か
ら
宜
野
湾
・
中
城
は
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
と
、
更
に
は

那
覇
市
と
い
う
展
開
が
見
え
て

く
る
、
と
の
答
弁
を
繰
り
返
し

て
い
る
。
私
も
西
原
町
単
独
で

生
き
伸
び
て
い
く
ん
だ
と
い
う

態
勢
が
望
ま
し
い
と
考
え
る

が
、
合
併
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
今
の
三
市
町

村
の
枠
組
み
よ
り
も
浦
添
・
西

原
が
一
番
い
い
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。

町
長
　
歴
史
的
な
背
景
、
町
民

の
意
向
調
査
の
結
果
、
西
原
は

浦
添
を
希
望
し
て
い
る
。
と
市

長
、
助
役
、
一
緒
に
話
合
い
を

し
て
、
一
○
年
、
二
○
年
待
つ

訳
に
は
い
か
ん
と
資
料
も
添
え

て
面
談
し
た
が
、
一
言
も
そ
の

時
点
で
は
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

問問

問

問問

中
心
核
、
土
地
区
画
整
理

事
業
と
県
道
三
十
八
号
線

の
早
期
実
現
を
Z

国
道
、県
道
三
十
八
号
線
、

町
道
、
小
波
津
川
の
改
修

と
本
町
も
大
き
く
、
土
地
利
用

計
画
を
見
直
す
時
期
に
き
て
い

る
。
商
業
地
の
指
定
、
農
振
農

用
地
、
市
街
地
、
土
地
区
画
整

理
事
業
等
多
種
多
様
化
し
都
市

機
能
を
生
か
し
た
、
十
年
計
画

の
土
地
利
用
が
町
民
に
わ
か
り

易
い
策
定
に
ま
ち
づ
く
り
が
必

要
と
思
う
が
。

企
画
財
政
課
長
　
第
三
次
国
土

利
用
の
計
画
の
中
で
む
こ
う
十

年
の
土
地
利
用
、地
域
の
自
然
、

社
会
的
、
経
済
的
及
び
文
化
的

な
条
件
を
配
慮
し
て
長
期
的
か

つ
総
合
的
な
土
地
利
用
を
目
的

に
作
業
を
進
め
て
い
る
。
宅
地

開
発
で
西
地
区
の
土
地
区
画
整

理
事
業
や
埋
立
地
に
お
け
る
住

宅
開
発
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

農
業
経
営
者
の
高
齢
化
や
担
い

手
不
足
等
に
よ
り
、
農
用
地
の

遊
休
化
に
よ
り
農
地
の
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
マ
リ
ン
タ
ウ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
工
業

用
地
、
商
業
用
地
の
指
定
、
拡

大
で
、
中
心
核
等
の
整
備
が
都

市
的
機
能
の
強
化
が
必
要
で
あ

る
。中

心
核
、
小
波
津
、
呉
屋
、

平
園
、
与
那
城
地
の
土
地

区
画
整
理
事
業
と
県
道
三
十
八

号
線
浦
添
〜
西
原
線
と
の
か
ら

み
で
中
部
製
糖
入
口
か
ら
小
波

津
地
内
着
工
が
四
工
期
の
最
後

に
県
土
木
と
決
定
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
サ
ン
エ

ー
の
オ
ー
プ
ン
で
周
辺
の
道
路

混
雑
、
渋
滞
で
早
期
に
道
路
を

整
備
す
べ
き
と
思
う
、
当
局
の

取
り
組
み
を
伺
う
Z

区
画
整
理
課
長
　
国
道
三
二
九

か
ら
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
ま
で
平
成

十
五
年
か
ら
平
成
二
十
年
、
西

地
区
平
成
十
六
年
か
ら
平
成
二

十
五
年
、
国
道
三
二
九
号
か
ら

坂
田
交
差
点
が
平
成
十
八
年
か

ら
二
十
九
年
、
西
地
区
の
エ
リ

ア
外
か
ら
浦
添
側
ま
で
平
成
二

十
七
年
か
ら
三
十
二
年
と
、
事

務
レ
ベ
ル
で
確
認
し
て
居
り
ま

す
。中

心
核
の
区
画
整
理
事
業
が

遅
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
中
心
核
の
一
部

に
つ
い
て
は
平
成
十
八
年
度
の

都
市
計
画
の
線
引
き
見
直
し
時

点
に
お
い
て
区
域
決
定
し
、
次

年
度
か
ら
関
係
地
域
、
地
権
者

等
に
説
明
を
し
、
計
画
段
階
で

は
将
来
的
に
今
中
心
核
、
約
六

十
ha
の
面
整
備
が
必
要
で
あ

り
、
第
一
段
階
と
し
て
、
区
域

三
十
ha
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

安
定
農
地
基
盤
整
備
事

業
と
安
世
良
道
の
中
線

道
路
取
付
を
Z

小
波
津
区
安
世
良
道
路
の

整
備
が
今
年
行
わ
れ
ま
す

が
、
安
室
整
備
農
地
へ
の
小
波

津
か
ら
の
中
道
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
新
設
道
取
り
つ
け
を

強
く
要
望
提
案
し
ま
す
。

産
業
課
長
　
こ
の
中
道
の
件
に

つ
い
て
は
地
権
者
の
同
意
が
得

ら
れ
ず
、
断
念
の
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
今
後
他
の
地
権
者
と

も
交
渉
し
、
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

問

問

問
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平
和
事
業
、
戦
没
者
刻

銘
碑
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

町
長
　
こ
れ
ま
で
軍
人
軍
属
に

つ
い
て
は
刻
銘
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
が
、
被
害
を
受
け
た
戦
没

者
は
職
種
、
年
齢
を
問
わ
ず
犠

牲
者
と
し
て
全
く
同
じ
だ
と
考

え
ま
す
。
御
霊
の
冥
福
を
祈
る

た
め
今
年
の
町
の
追
悼
式
に
間

に
合
わ
せ
刻
銘
し
た
い
。

沖
縄
の
名
木
百
選
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

産
業
課
長
　
内
間
御
殿
の
サ
ワ

フ
ジ
、
福
木
な
ど
該
当
す
る
と

思
い
ま
す
。
事
業
は
十
五
年
度

締
め
切
り
で
す
の
で
年
度
早
々

県
に
申
請
し
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
、

浦
添
市
と
の
合
併
は
一
○

○
％
不
可
能
か
ま
た
可
能
性

は
。

町
長
　
浦
添
市
と
の
問
題
に
つ

い
て
は
一
○
○
％
ど
う
と
は
答

え
ら
れ
な
い
。
合
併
問
題
に
つ

い
て
は
住
民
投
票
も
視
野
に
入

れ
て
お
り
、
い
ろ
ん
な
選
択
し

が
有
り
得
る
。
投
票
の
方
法
も

今
後
十
分
検
討
し
た
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
補
助
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。
現
在
、
高
齢
者
六

十
五
歳
以
上
の
方
々
に
補
助
が

あ
る
が
、
児
童
生
徒
ま
で
補
助

拡
大
で
き
な
い
か
。
十
四
年
度

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
、
ま
た

何
名
受
け
た
か
伺
い
た
い
。

健
康
衛
生
課
長
　
一
九
九
四
年

の
予
防
接
種
法
の
改
正
で
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
対
象
疾
患
か
ら

除
外
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
二
○

○
一
年
に
予
防
接
種
法
が
一
部

改
正
さ
れ
高
齢
者
の
予
防
接
種

は
定
期
接
種
と
な
っ
た
が
、
児

童
に
関
し
て
は
ま
だ
法
定
化
さ

れ
て
な
く
、
市
町
村
単
独
で
の

補
助
対
象
の
拡
大
は
困
難
で
す

が
、
今
後
法
定
化
に
向
け
て
、

国
県
へ
市
町
村
か
ら
も
働
き
か

け
た
い
と
思
い
ま
す
。
二
月
末

に
対
象
者
三
、
二
三
四
名
、
接

種
者
が
一
、
三
○
○
名
で
四

○
・
二
％
が
接
種
し
て
お
り
四

○
○
万
円
の
町
負
担
と
な
っ
て

い
る
。内

間
御
殿
に
つ
い
て
は
壁

が
厚
く
、
非
常
に
困
難
な

事
業
だ
と
思
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
ど
う
し
て
も
西
原
町
が
取

り
組
み
続
け
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。町
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

町
長
　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
関
係
者
の
方
と
も
話
し

合
い
を
持
ち
、
復
元
に
つ
い
て

あ
る
程
度
の
了
解
を
得
ら
れ
前

進
し
た
と
思
っ
て
い
る
。
現
在

資
料
の
収
集
を
進
め
て
お
り
、

そ
れ
に
基
づ
き
将
来
の
基
本
計

画
書
を
作
成
し
整
備
に
向
け
て

努
力
し
て
い
く
。

問

問問

問問
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◇平和事業について
◇インフルエンザワク
チンの接種補助につ
いて

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

™

心
の
教
室
相
談
員
に
つ
い
て

™

青
空
や
さ
い
市
、
家
族
経
営
協
定

に
つ
い
て

™

平
和
音
楽
祭
に
つ
い
て

™

小
中
学
校
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
再
接
種
の
廃
止
に

つ
い
て

™

組
踊
り
地
元
公
演
に
つ
い
て

町
の
歴
史
上
初
の
一
○
○

億
円
を
突
破
す
る
当
初
予

算
で
あ
り
、
一
見
町
の
将
来
が

す
ば
ら
し
い
夢
で
あ
る
街
づ
く

り
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と

錯
覚
を
起
こ
す
よ
う
な
予
算
と

な
っ
て
お
り
、
し
か
し
良
く
検

証
し
ま
す
と
歳
入
の
約
二
十

五
％
を
借
金
に
頼
る
予
算
編
成

と
な
っ
て
お
り
、
平
成
十
五
年

度
末
の
地
方
債
の
起
債
残
高
も

一
○
○
億
円
を
突
破
す
る
勢
い

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
将
来
的

の
財
政
運
営
に
著
し
く
大
き
な

負
担
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

懸
念
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
の
整
備
事
業
、

図
書
館
建
設
、
介
護
保
険
の
導

入
等
事
業
は
拡
大
す
る
一
方
で

あ
り
、
義
務
的
経
費
や
起
債
残

高
及
び
債
務
負
担
行
為
も
増
え

る
の
に
対
し
逆
に
地
方
交
付
税

は
毎
年
減
り
続
け
て
お
り
、
町

財
政
は
大
変
厳
し
い
環
境
に
あ

り
今
後
も
多
く
の
事
業
が
山
積

し
て
い
る
中
で
、
町
の
事
業
計

画
及
び
財
政
計
画
の
対
策
も
伺

い
ま
す
。

町
長
　
自
主
財
源
を
い
か
に
確

保
す
る
か
、
ま
た
課
税
客
体
を

正
確
、
適
性
な
把
握
し
徴
収
率

を
向
上
さ
せ
他
方
で
は
国
庫
支

出
金
、
町
債
そ
の
他
の
特
定
財

源
の
有
利
な
制
度
を
活
用
し
て

財
源
の
適
性
配
分
を
徹
底
す
べ

き
と
考
え
る
。
歳
出
に
つ
い
て

は
経
常
経
費
の
節
減
を
図
り
財

政
運
営
の
効
率
的
な
運
用
を
努

め
る
べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
公
債
費
比
率
も
十
五
％
以

内
が
適
当
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま

す
が
毎
年
十
五
％
は
不
可
能
で

あ
り
長
い
目
で
見
て
十
五
％
内

外
に
も
っ
て
い
け
る
よ
う
財
政

計
画
を
立
て
後
年
度
に
町
民
の

負
担
荷
重
に
な
ら
な
い
様
考
え

て
お
り
ま
す
。

宜
野
湾
市
、
中
城
村
と

の
合
併
に
つ
い
て

現
在
進
行
中
の
宜
野
湾
、

中
城
村
と
の
合
併
は
西
原

町
の
将
来
を
左
右
す
る
最
も
大

事
な
行
政
課
題
で
あ
り
住
民
も

大
き
な
関
心
を
持
っ
て
お
り
町

は
こ
れ
ま
で
進
め
て
来
た
作
業

を
逐
一
町
民
に
理
解
を
求
め
て

進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す

が
？

町
長
　
合
併
問
題
は
自
治
権
の

確
立
、
行
財
政
の
効
率
化
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
住
民
負

担
の
軽
減
等
あ
ら
ゆ
る
方
向
か

ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
住

民
が
選
択
し
易
い
よ
う
に
説
明

も
し
住
民
投
票
も
場
合
に
よ
っ

て
は
や
り
ま
す
。

我
謝
白
川
原
地
域
の
道

路
排
水
整
備
を

南
地
区
区
画
整
理
事
業
を

断
念
し
線
的
整
備
を
図
る

と
の
考
え
か
ら
、
我
謝
白
川
一

帯
の
道
路
排
水
の
整
備
は
一
向

に
改
良
さ
れ
て
お
ら
ず
良
好
な

住
宅
地
で
あ
り
早
期
の
整
備
が

必
要
と
考
え
ま
す
が
？

土
木
課
長

排
水
は
近
い
う
ち

に
工
事
着
工
を
予
定
し
て
お
り

道
路
等
に
つ
い
て
も
地
権
者
の

方
々
と
の
話
し
合
い
同
意
等
も

得
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

問

問

問

小川　孝　議員

一般会計予算の約
25％は起債に頼る借
金対応であるが？

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

一
、
町
民
の
平
均
寿
命
と
長
寿
対
策
は
？

一
、
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
認
可

保
育
園
の
増
設
を
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住
・
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

森
川
地
域
の
数
名
の
業

者
が
区
民
に
迷
惑
を
か

け
て
い
る
が
担
当
課
ど
ん
な
指

導
を
し
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

健
康
衛
生
課
長
　
当
地
域
の
不

法
焼
却
に
つ
い
て
は
再
三
指
導

し
て
お
り
、
建
設
業
者
と
土
木

業
者
が
数
名
お
り
、
建
設
業
は

一
部
焼
却
廃
止
の
報
告
を
受
け

て
お
り
、
残
り
の
業
者
も
改
善

策
を
求
め
て
お
り
近
々
結
果
が

出
ま
す
。
土
木
業
者
に
つ
い
て

は
ま
だ
改
善
さ
れ
て
な
く
前
件

も
含
め
て
浦
添
署
や
保
健
所
と

も
相
談
し
て
対
応
策
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

街
灯
の
設
置
に
つ
い
て

棚
原
五
十
二
番
地
石
原
さ

ん
宅
角
と
棚
原
二
八
三
番

地
の
城
間
さ
ん
宅
角
は
利
用
者

が
多
く
区
民
は
不
便
で
あ
る
。

街
灯
の
設
置
を
お
願
い
し
た

い
。

土
木
課
長
　
棚
原
五
十
二
番
地

は
道
路
照
明
灯
と
は
該
当
し
な

い
の
で
担
当
課
と
検
討
し
て
、

棚
原
二
八
三
番
地
角
城
間
さ
ん

宅
角
は
区
画
整
理
事
業
が
終
わ

り
町
道
認
定
後
に
検
討
し
た

い
。

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

平
成
十
五
年
度
の
重
要
課

題
の
一
因
と
思
い
ま
す
が

合
併
問
題
は
町
長
と
し
て
こ
れ

迄
の
経
過
と
個
人
的
な
見
解
を

伺
い
た
い
。

町
長
　
多
く
の
議
員
が
質
問
し

て
い
る
町
で
は
任
意
の
協
議
会

を
立
ち
上
げ
事
務
の
状
況
、
シ

ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
の
他
の

資
料
、
町
民
が
十
分
組
み
取
れ

る
よ
う
な
説
明
会
、
情
報
の
提

供
と
住
民
参
加
、
最
終
的
に
町

民
と
議
会
、
そ
し
て
行
政
三
者

で
選
択
す
べ
き
と
考
え
て
い

る
。

町
債
に
つ
い
て

町
長
は
当
選
し
て
以
来
公

債
比
率
を
本
来
数
値
に
戻

す
努
力
を
し
て
き
た
が
平
成
十

五
年
度
で
二
十
億
円
余
を
起
債

す
る
事
に
な
り
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
な
計
画
で
対
応
し
て
い
く

か
伺
い
た
い
。

町
長
　
西
原
町
政
の
問
題
で
借

金
し
た
の
で
は
な
く
、
国
か
ら

の
指
示
で
交
付
税
が
減
額
さ
れ

た
分
だ
け
借
り
て
お
り
、
借
り

な
け
れ
ば
七
億
円
の
赤
字
に
な

る
。
そ
の
分
は
交
付
税
措
置
が

あ
る
の
で
年
次
的
に
償
還
し
て

い
く
。
こ
れ
が
現
時
点
で
市
町

村
の
行
政
の
な
せ
る
範
囲
だ
と

考
え
て
い
る
。

西
地
区
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て

推
進
協
議
会
の
対
応
と
今

年
の
課
題
は
？

区
画
整
理
課
長
　
協
議
会
に
は

全
面
的
に
協
力
を
い
た
だ
い
て

十
月
三
十
日
に
地
域
推
進
委
員

が
あ
っ
て
も
い
い
と
い
う
事
で

現
在
翁
長
、
棚
原
地
区
と
徳
佐

田
地
区
に
分
け
て
活
動
し
て
い

る
。
又
今
年
の
課
題
は
都
市
計

画
決
定
し
て
事
業
認
可
の
手
続

を
取
り
た
い
。

問問

問問

問

学
校
給
食
は
児
童
生
徒
の

食
生
活
の
一
部
を
支
え
る

大
切
な
も
の
と
理
解
し
て
い
ま

す
が
、
近
ご
ろ
調
理
部
門
や
運

搬
部
門
、
両
方
合
わ
せ
た
部
門

へ
の
民
間
委
託
と
の
声
が
周
辺

自
治
体
か
ら
聞
こ
え
ま
す
が
、

町
の
給
食
に
対
す
る
考
え
を
伺

い
ま
す
。

教
育
長
　
学
校
給
食
は
特
別
教

育
活
動
の
中
に
位
置
づ
け
さ
れ

て
い
て
、
給
食
を
通
し
て
食
事

や
健
康
に
対
す
る
考
え
方
や
安

全
衛
生
な
ど
基
本
的
な
こ
と
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
の
一
環
と
し
て
、
町
長

に
も
ご
相
談
し
ま
し
た
が
、
当

分
の
間
は
そ
の
ま
ま
継
続
し
て

委
託
の
こ
と
は
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

し
た
の
で
教
育
委
員
会
も
基
本

的
に
は
委
託
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。先

日
、
県
医
師
会
健
康
セ

ミ
ナ
ー
の
報
告
で
、
那
覇

市
と
熊
本
市
の
小
学
四
年
生
を

対
象
に
し
た
生
活
習
慣
病
（
肥

満
）
デ
ー
タ
に
よ
る
と
肥
満
児

の
割
合
が
那
覇
市
の
方
が
高

く
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性

脂
肪
値
な
ど
も
高
い
。
肥
満
児

に
認
め
ら
れ
る
合
併
症
と
し
て

恐
れ
ら
れ
て
い
る
脂
質
異
常
症

や
高
血
圧
、
肝
機
能
異
常
、
一

番
危
惧
す
る
と
こ
ろ
が
イ
ン
ス

リ
ン
抵
抗
性
と
い
う
合
併
症
と

言
わ
れ
、
こ
れ
は
糖
尿
病
目
前

の
危
険
な
状
態
と
報
い
て
い
ま

す
。
こ
の
様
な
状
態
は
県
全
体

に
言
え
る
こ
と
か
と
憂
慮
し
ま

す
。
町
内
の
現
状
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。

共
同
調
理
場
所
長
　
県
の
調
査

に
お
い
て
も
沖
縄
県
の
児
童
生

徒
は
肥
満
が
多
い
と
。
そ
れ
は

当
然
脂
肪
の
摂
取
率
が
高
く
て

そ
う
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。給

食
セ
ン
タ
ー
で
は
栄
養
士

が
学
校
の
朝
礼
な
ど
で
栄
養
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

で
も
体
験
給
食
を
通
し
て
行
っ

て
お
り
ま
す
。

今
後
の
対
策
と
し
て
各
学
校

の
養
護
教
諭
と
連
携
し
て
栄
養

指
導
と
保
健
指
導
を
強
化
す
る

の
が
予
防
の
一
環
と
考
え
ま
す

が
、
ま
ず
、
本
町
の
児
童
生
徒

の
肥
満
度
な
ど
実
態
調
査
が
課

題
と
考
え
て
い
ま
す
。

家
族
介
護
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー

介
護
で
大
変
な
家
族
介
護

者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
は
現
在

ど
の
様
に
行
わ
れ
て
い
ま
す

か
。

福
祉
課
長
　
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
い
る
家
族
介
護
者
教
室
の
開

催
等
を
い
い
あ
ん
べ
ー
家
を
中

心
に
行
い
ま
す
。
更
に
各
い
い

あ
ん
べ
ー
実
施
地
区
で
も
行
う

予
定
で
す
。

ま
た
、
今
年
度
よ
り
徘
徊
高

齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

も
実
施
し
ま
す
。

問

問

問

西 原 町 議 会 だ よ り（13）第 16 号 2003（平成15年）６月１日発行

伊川幸子 議員

学校給食と、子どもた
ちの生活習慣病の予防
について

宮城秀功　議員

◇住・環境の整備に
ついて
◇西地区の区画整理
事業について

小学校における給食のもよう
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町
内
空
き
地
に
廃
棄
自

動
車
の
不
法
投
棄
が
多

い
中
小
那
覇
町
道
四
十
三
号
線

（
小
那
覇
〜
伊
保
の
浜
線
）
で

浜
田
川
の
下
流
と
ス
ク
道
の
交

差
す
る
左
側
の
し
か
も
農
振
地

域
で
も
あ
る
場
所
に
数
百
台
の

廃
棄
自
動
車
が
不
法
投
棄
さ

れ
、
町
道
の
幅
員
も
半
分
に
な

っ
て
い
る
現
状
で
す
が
町
と
し

て
い
つ
処
理
す
る
の
か
！

町
長
　
一
月
三
十
日
県
の
不
法

投
棄
の
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
が
あ

り
、
本
町
で
も
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
見
る
に
忍
び
な
い
と
、
無

残
だ
と
い
う
感
じ
を
受
け
ま
し

た
。
西
原
町
の
行
政
内
部
の
問

題
と
し
て
不
法
投
棄
そ
の
も
の

は
健
康
衛
生
課
の
所
管
と
又
現

場
は
農
業
委
員
会
の
農
地
の
問

題
そ
し
て
産
業
課
の
農
振
の
問

題
や
道
路
幅
員
が
狭
く
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
は
ゴ
ミ
だ
と
い
う

こ
と
じ
ゃ
な
く
し
て
道
路
管
理

上
の
問
題
、
い
ろ
い
ろ
出
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
後
こ
れ
は
何

と
か
調
整
せ
ん
と
い
か
ん
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

健
康
衛
生
課
長
　
南
部
保
健

所
、
浦
添
署
が
連
携
し
て
、
一

緒
に
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま

す
。
自
治
会
長
さ
ん
と
か
、
そ

う
い
う
い
方
々
を
一
緒
に
同
伴

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成

十
四
年
二
月
十
二
日
に
南
部
保

健
所
に
お
い
て
西
原
町
と
土
地

の
所
有
者
が
話
し
合
い
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
去
年

の
九
月
か
ら
Ｂ
氏
が
同
地
を
管

理
し
車
両
を
撤
去
す
る
予
定

と
、
既
に
も
う
五
十
台
か
ら
六

十
台
を
処
理
し
ま
し
た
。
残
り

四
百
台
は
Ｂ
氏
が
全
部
片
付
け

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

産
業
課
長
　
平
成
十
三
年
十
月

二
十
四
日
に
農
地
法
違
反
と
い

う
こ
と
で
中
止
勧
告
を
出
し
て

お
り
ま
す
。
平
成
十
四
年
三
月

に
会
い
平
成
十
六
年
六
月
ま
で

に
撤
去
し
ま
す
と
約
束
し
て
お

り
ま
す
。
約
束
を
守
ら
な
け
れ

ば
警
察
に
出
す
こ
と
を
伝
え
て

お
り
ま
す
。

外
灯
設
置
に
つ
い
て

小
那
覇
一
四
四
番
地
の
奥

間
俊
雄
氏
宅
か
ら
三
二
九

番
地
の
玉
那
覇
光
雄
氏
宅
の

間
、一
五
〇
m
〜
二
〇
〇
m
の

直
線
で
す
が
外
灯
が
な
く
ぜ
ひ

設
置
方
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
が
考
え
を
お
聞
か
せ
下
さ

い
。

土
木
課
長
　
お
っ
し
ゃ
る
現

場
、
確
認
は
さ
せ
て
あ
り
ま
す

け
ど
そ
の
ラ
イ
ン
に
は
防
犯
灯

が
一
カ
所
は
設
置
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
あ
っ
ち
こ
っ
ち
点
在
し

て
、
外
灯
も
つ
け
ら
れ
て
い
ま

す
け
ど
、
そ
の
辺
も
再
度
調
査

を
入
れ
て
、
優
先
順
位
等
も
あ

り
ま
す
の
で
そ
の
辺
を
考
慮
し

て
検
討
は
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

問

問

城間信三　議員

◇廃棄自動車の不法
投棄について

廃棄自動車の不法投棄

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

一
、
内
間
御
殿
の
復
元
整
備
に
つ
い
て

翁
長
〜
上
原
線
は
最
終
年

度
を
迎
え
た
が
、
平
成
十

五
年
度
計
画
の
坂
田
保
育
園
か

ら
県
道
三
十
八
号
線
ま
で
の
内

容
を
お
伺
い
し
ま
す
。

土
木
課
長
　
保
育
園
側
か
ら
県

道
ま
で
は
距
離
に
し
て
約
三
二

一
メ
ー
ト
ル
、
そ
こ
に
は
重
力

擁
壁
と
か
、
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
擁

壁
、自
立
型
擁
壁
、舗
装
工
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
起
点
か
ら

終
点
ま
で
街
灯
設
置
し
ま
す
。

県
道
三
十
四
号
線
森
川
集

落
内
の
道
路
整
備
を
町
か

ら
働
き
か
け
は
で
き
な
い
か
。

土
木
課
長
　
こ
の
県
道
三
十
四

号
線
は
、
ほ
か
の
件
で
も
中
部

土
木
事
務
所
に
、
一
部
道
路
改

良
の
要
望
を
や
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ま
た
こ
の
件
は
浦
添
市

と
の
か
か
わ
り
も
あ
り
ま
す
の

で
同
市
と
も
調
整
し
な
が
ら
追

加
要
望
し
て
い
き
た
い
。

森
川
、
千
原
、
上
原
地
域

の
下
水
道
整
備
は
現
在
進

め
ら
れ
て
い
る
中
城
湾
南
部
下

水
道
に
つ
な
げ
る
か
。

都
市
計
画
課
長
　
こ
の
地
域

は
、
上
原
は
現
在
進
め
て
い
る

下
水
道
に
つ
な
げ
る
が
、
地
形

的
に
困
難
と
い
う
こ
と
で
、
森

川
千
原
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
、
将
来
的
に
は
中
部
流
域
下

水
道
事
業
計
画
の
一
環
と
し

て
、
宜
野
湾
の
浄
化
セ
ン
タ
ー

に
接
続
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す

が
、
中
城
湾
南
部
下
水
道
は
基

本
計
画
で
平
成
二
十
七
年
に
な

っ
て
い
る
が
、
こ
の
中
部
流
域

下
水
道
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

は
ま
だ
は
っ
き
り
メ
ド
が
立
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

中
央
公
民
館
の
駐
車
場
整

備
に
つ
い
て
、
い
い
あ
ん

べ
ー
家
の
完
成
で
手
狭
に
な
っ

て
い
る
と
考
え
る
が
、
中
庭
を

再
整
備
し
、
駐
車
場
の
拡
大
は

図
れ
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
中
央
公
民
館

の
駐
車
場
は
手
狭
で
非
常
に
困

っ
て
い
ま
す
。
近
々
中
庭
の
縁

に
沿
っ
て
斜
線
を
入
れ
て
斜
め

駐
車
で
台
数
拡
大
を
図
り
ま

す
。
こ
れ
で
も
足
り
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
図
書
館
が
オ
ー
プ

ン
し
た
ら
公
民
館
の
向
か
い
に

駐
車
場
が
で
き
ま
す
の
で
、
そ

こ
も
利
用
可
能
と
思
う
が
今
後

と
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

米
英
の
イ
ラ
ク
攻
撃
に
つ

い
て
、
町
長
の
所
見
を
お

伺
い
し
ま
す
。

町
長
　
こ
の
米
英
の
イ
ラ
ク
攻

撃
は
、
正
義
だ
と
い
う
こ
と
で

そ
の
正
義
に
日
米
安
保
が
か
ら

ん
で
、
日
本
は
追
従
と
い
う
結

果
が
現
れ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
日
本
国
と
し
て
、
日
本
の

総
理
大
臣
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に

対
し
て
何
を
言
っ
て
、
ど
う
い

う
ふ
う
な
努
力
を
し
た
か
と
い

う
こ
と
は
全
く
出
て
お
り
ま
せ

ん
。
そ
の
こ
と
は
返
す
返
す
も

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
私
た
ち
は
戦
後
五
十
七
年
あ

る
意
味
で
は
国
連
の
傘
の
も
と

に
今
日
に
至
っ
た
か
と
考
え
て

い
る
が
、
国
連
決
議
の
な
い
こ

の
戦
争
を
考
え
た
時
、
国
連
と

は
何
な
の
か
、
世
界
の
恒
久
平

和
は
ど
う
な
る
の
か
大
変
心
配

し
て
お
り
ま
す
。

問問

問 問

問

屋良朝英　議員

環境を整備し、住み
良い街にY

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

一
、
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

一
、
安
室
地
域
基
盤
整
備
促
進
事
業

に
つ
い
て
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配
布
さ
れ
る
時
期
が
か

な
り
遅
い
地
域
も
あ
る
。

行
事
日
程
等
が
明
記
さ
れ
て
お

り
、
し
っ
か
り
と
確
認
す
る
為

に
も
広
報
紙
は
何
日
ほ
ど
に
配

布
す
れ
ば
い
い
の
か
、
事
務
担

任
者
と
町
は
そ
れ
な
り
の
約
束

事
、
契
約
が
あ
る
と
思
う
。
事

務
担
任
者
は
町
か
ら
の
依
頼
、

要
請
を
し
っ
か
り
処
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
委
託
要
請
の

中
で
解
約
で
き
る
と
も
あ
る

が
、
そ
こ
ま
で
な
さ
れ
た
事
が

あ
り
ま
す
か
。

総
務
課
長
　
事
務
委
託
契
約
に

基
づ
き
配
布
期
限
は
基
本
的
に

は
三
日
以
内
。
遅
く
て
も
五
日

以
内
と
指
導
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
委
託
事
務
の
契
約

解
除
は
こ
れ
ま
で
に
は
な
い
と

思
い
ま
す
。

中
部
は
ひ
と
つ
と
の
合
言
葉

中
部
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
が
結
成
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
お
き
な
わ
マ
ラ
ソ
ン
や

派
遣
事
業
等
が
あ
り
ま
す
が
、

西
原
町
の
子
ど
も
た
ち
が
最
上

の
方
に
何
名
ほ
ど
参
加
さ
れ
て

い
る
か
又
活
動
結
果
報
告
に
つ

い
て
も
聞
き
た
い
。
そ
れ
と
こ

の
中
部
市
町
村
圏
の
事
業
等
に

つ
い
て
も
お
聞
き
し
た
い
。

教
育
総
務
課
長
　
山
形
最
上
広

域
圏
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま

す
。
二
十
一
世
紀
の
中
部
地
域

を
担
う
、
夢
と
希
望
の
児
童
生

徒
の
人
材
育
成
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
十
二
年
度

か
ら
西
原
町
立
の
小
学
校
と
琉

大
付
属
小
学
校
の
五
小
学
校
か

ら
派
遣
し
て
お
り
ま
す
。
各
小

学
校
五
年
生
を
対
象
に
一
名
づ

つ
琉
大
付
属
に
つ
い
て
は
、
人

材
育
成
会
か
ら
の
負
担
で
す
。

企
画
財
政
課
長
　
最
上
と
の
交

流
事
業
に
は
、
ゆ
が
ふ
う
塾
、

植
木
市
、ド
リ
ー
ム
マ
ラ
ソ
ン
、

ピ
ー
ス
フ
ラ
ブ
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
島
く
と
ば
か
た
い

や
び
ら
等
の
事
業
が
執
り
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

町
立
幼
稚
園
の
預
か
り

保
育
に
つ
い
て

五
時
三
○
分
ま
で
に
子
供

達
を
迎
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
働
く
人
は
五
時
ま
で

働
い
て
迎
え
に
行
く
時
間
が
三

○
分
で
は
き
び
し
い
と
、
あ
と

三
○
分
時
間
延
長
が
で
き
な
い

か
と
要
望
が
あ
る
。
迎
え
も
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

高
学
年
の
お
姉
ち
ゃ
ん
で
も
い

い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

今
ま
で
に
ど
の
程
度
の
子
供

を
預
か
っ
た
か
、
又
十
五
年
度

の
申
し
込
み
は
ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長
　
平
成
十
四
年

度
の
管
内
四
園
の
実
績
は
三
月

十
八
日
現
在
で
一
一
五
名
。
こ

れ
は
全
園
児
二
八
七
名
の
四
十

一
％
を
占
め
、
平
成
十
五
年
度

の
申
し
込
み
状
況
は
三
月
二
○

日
現
在
四
園
で
計
六
一
名
、
全

園
児
二
八
一
名
の
二
十
一・
七
％

で
あ
り
前
年
度
に
比
べ
て
九
○

名
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

教
育
長
　
保
育
事
業
運
営
管
理

規
則
が
あ
り
、
五
時
半
と
定
め

て
い
る
。時
間
帯
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
要
求
が
あ
る
事
は
承
知

し
て
い
る
。
現
在
の
先
生
方
と

の
調
整
や
話
し
合
い
が
必
要
で

あ
る
。
送
り
迎
え
の
件
に
つ
い

て
も
検
討
し
た
い
。

問

問

問
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平
成
十
五
年
度
は
、
予
算

総
額
百
億
円
を
突
破
し
前

年
比
十
八
・
五
％
増
と
大
型
予

算
に
な
り
ま
し
た
。
厳
し
い
財

政
の
中
で
町
長
は
起
債
等
に
よ

り
予
算
を
組
ま
れ
た
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
点
ど
う
お
考
え
な

の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

町
長
　
予
算
の
問
題
で
あ
り
ま

す
が
、か
な
り
大
型
予
算
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。そ
の
要
因
に
つ
き

ま
し
て
は
、交
付
税
の
落
ち
込
み

に
伴
う
臨
時
財
政
対
策
債
、
さ

ら
に
は
減
税
に
絡
ん
で
町
債
が

か
な
り
増
え
た
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
、事

業
等
々
に
つ
き
ま
し
て
も
、で
き

る
だ
け
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、

高
率
補
助
の
活
用
等
を
図
り
な

が
ら
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し

た
減
税
分
、
さ
ら
に
は
交
付
税

分
、
中
部
製
糖
へ
の
貸
付
分
に

つ
き
ま
し
て
は
、
交
付
税
で
補

て
ん
さ
れ
ま
す
の
で
、
後
年
度

へ
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。そ
こ
で
、今
後

の
財
政
運
営
は
極
力
、
経
常
経

費
の
削
減
、
抑
制
に
努
め
、
課

税
客
体
の
把
握
と
徴
収
率
向
上

等
に
よ
っ
て
、
今
後
の
自
主
財

源
の
確
保
に
努
力
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

予
算
の
関
連
で
す
が
、
資

料
で
い
た
だ
い
た
分
で
す

と
臨
時
財
政
対
策
債
が
平
成
十

三
年
度
か
ら
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
交
付
税
の
減
額

分
も
含
め
て
借
入
と
い
う
状
況

だ
と
思
い
ま
す
。
い
ず
れ
返
済

す
べ
き
起
債
で
す
の
で
、
交
付

税
で
措
置
さ
れ
る
分
は
、
何
割

な
の
か
教
え
て
下
さ
い
。

企
画
財
政
課
長
　
臨
時
財
政
対

策
債
と
自
主
財
源
確
保
に
つ
い

て
お
答
え
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
回
の
臨
時
対
策
債
、
お

っ
し
ゃ
る
よ
う
に
年
々
増
え
て

き
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
交
付

税
の
補
足
の
財
源
に
あ
て
る
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

交
付
税
措
置
は
十
分
の
十
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
自
主

財
源
の
確
保
は
、
対
象
と
な
る

税
を
中
心
に
、
分
担
金
、
負
担

金
の
適
正
な
徴
収
、
額
の
設
定

等
で
確
保
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

生
活
環
境
整
備
と
南
地
区

区
画
整
理
に
つ
い
て
、
マ

リ
ン
タ
ウ
ン
の
宅
地
分
譲
に
地

区
計
画
の
導
入
と
又
、
南
地
区

へ
の
地
区
計
画
導
入
が
可
能
か

ど
う
か
伺
い
た
い
。

都
市
計
画
課
長
　
マ
リ
ン
タ
ウ

ン
の
地
区
計
画
は
、
行
政
と
地

元
の
話
し
合
い
で
住
み
よ
い
町

づ
く
り
の
ル
ー
ル
化
で
す
。
内

容
的
に
は
、
道
路
境
界
か
ら
壁

面
も
一
メ
ー
ト
ル
離
す
、
隣
接

と
の
境
界
を
植
栽
に
す
る
。
と

い
う
こ
と
で
す
。

区
画
整
理
課
長
　
平
成
十
三
年

七
月
、
南
地
区
推
進
協
議
会
の

準
備
会
の
中
で
用
件
を
満
た
せ

ば
可
能
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し

て
い
ま
す
。

サ
ン
エ
ー
西
原
シ
テ
ィ
の

開
業
で
の
町
内
業
者
の
為

の
方
策
は
ど
う
考
え
で
し
ょ
う

か
。

産
業
課
長
　
小
規
模
事
業
者
は

影
響
を
受
け
る
も
の
と
予
想
さ

れ
ま
す
。又
、町
内
業
者
も
テ
ナ

ン
ト
参
入
す
る
方
も
い
る
と
お

聞
き
し
て
い
ま
す
。
対
策
は
商

工
会
、通
り
会
で
取
り
上
げ
て

も
ら
い
指
導
、
助
言
を
し
て
も

ら
う
方
法
で
検
討
し
た
い
。

問

問

問問

屋宜宣太郎　議員

西原町のすべてがわ
かる広報紙、何日ほ
どに配布されればい
いか？

大城　純孝　議員

平成15年度予算と、生
活環境整備について
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来
年
度
の
新
規
平
和
事
業

と
し
て
全
戦
没
者
の
刻
銘

碑
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。改
め
て
戦
没
者
を
確
認

し
合
う
名
簿
提
出
を
、
町
民
に

呼
び
か
け
て
家
族
間
で
の
語
り

合
い
を
通
じ
て
の
町
民
参
加
で

事
業
の
成
就
を
考
え
て
は
。

町
長
　
米
英
の
イ
ラ
ク
攻
撃
を

見
れ
ば
、
戦
争
は
人
が
起
こ
す

ん
だ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
残
念
に

思
う
。
未
来
永
劫
に
恒
久
平
和

を
祈
願
す
る
生
き
た
教
材
と
し

て
全
戦
没
者
の
刻
銘
碑
を
建
立

す
る
。

総
務
課
長
　
関
係
者
か
ら
記
録

の
漏
れ
が
あ
る
と
の
情
報
提
供

が
あ
れ
ば
受
け
つ
け
る
。

三
・
四
歳
児
の
通
院
費

用
も
無
料
に
せ
よ

沖
縄
県
は
二
歳
児
ま
で
の

乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化

を
十
月
か
ら
四
歳
児
ま
で
引
上

げ
る
予
定
。
し
か
し
な
が
ら
県

の
計
画
は
三
・
四
歳
児
の
入
院

費
用
に
限
定
さ
れ
、
外
来
通
院

費
用
は
は
ず
さ
れ
て
い
る
。
外

来
通
院
費
も
無
料
に
、
年
齢
も

小
学
校
入
学
前
ま
で
の
引
上
げ

を
め
ざ
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
行
政
需
用
は
年
々
増
大

し
、
き
び
し
い
。
現
状
で
は
段

階
的
に
県
並
み
の
実
施
を
考
え

て
い
る
。

国
保
法
四
十
四
条
に
基
づ

く
減
免
実
施
要
綱
策
定
を

国
保
法
四
十
四
条
は
、
一

部
負
担
金
の
支
払
い
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
特
別
な
理
由

が
あ
る
場
合
、
減
免
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
実
施
要

綱
を
つ
く
る
考
え
は
な
い
か
。

保
険
課
長
　
中
部
地
域
の
国
保

協
議
会
で
検
討
し
て
み
た
い
。

未
来
を
開
く
教
育
基
本
法

文
部
科
学
省
の
中
央
教
育

審
議
会
は
三
月
二
十
日
に

教
育
基
本
法
の
見
直
し
を
答
申

し
た
。
し
か
し
、
中
教
審
は
教

育
基
本
法
の
ど
こ
が
問
題
な
の

か
も
示
す
こ
と
が
で
き
な
く
て

基
本
法
見
直
し
に
は
、
何
の
根

拠
も
道
理
も
な
い
こ
と
が
は
っ

き
り
し
た
。

い
じ
め
や
続
発
す
る
問
題
行

動
な
ど
今
日
の
深
刻
な
教
育
の

問
題
は
、
基
本
法
の
精
神
を
歴

代
の
自
民
党
政
治
が
踏
み
に
じ

っ
て
き
た
こ
と
に
大
き
な
要
因

が
あ
る
。
い
ま
大
切
な
こ
と
は

基
本
法
を
改
悪
す
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
精
神
を
教
育
の
立
て

直
し
に
生
か
す
こ
と
だ
。

教
育
長
　
教
育
勅
語
と
い
う
国

家
統
制
の
中
に
教
育
が
組
み
込

ま
れ
、
過
度
の
愛
国
心
が
注
入

さ
れ
て
き
た
。
そ
の
反
省
の
う

え
に
今
の
教
育
基
本
が
あ
る
。

人
格
の
完
成
を
め
ざ
す
目
標
を

掲
げ
た
す
ば
ら
し
い
基
本
法
と

み
る
。教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

基
本
法
改
正
に
つ
い
て
、
い
ろ

ん
な
角
度
か
ら
慎
重
に
検
討
し

て
い
る
。

黒
糖
の
特
産
品
開
発
を

健
康
食
の
黒
糖
づ
く
り
と

利
活
用
に
工
夫
を
。

産
業
課
長
　
町
の
生
活
研
究
会

や
農
協
女
性
関
係
者
と
も
連
携

し
な
が
ら
追
求
し
た
い
。

問

問問問

問
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伊礼一美　議員

戦没者刻銘碑設置に
向けて戦没者の再確
認を町民に呼びかけ
るべきではY

比
嘉
前
宜
野
湾
市
長
の
逮

捕
、
辞
任
に
よ
り
、
新
聞

紙
上
で
は
市
長
選
挙
の
予
定
候

補
者
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る

が
、
任
意
合
併
協
議
会
に
影
響

が
な
い
か
。

町
長
　
事
務
的
に
事
務
局
で
進

め
て
い
る
が
、
途
中
で
会
長
の

辞
職
と
な
り
、
必
ず
し
も
事
務

が
順
調
だ
と
は
言
い
か
ね
る
部

分
が
あ
り
、
全
く
支
障
が
な
い

と
は
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
。

新
市
長
が
ど
う
い
う
ス
タ
ン

ス
に
な
る
か
、
ま
だ
先
の
こ
と

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
事

務
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

支
援
制
度
へ
の
移
行
対
策
は

平
成
十
五
年
四
月
一
日
よ

り
、
障
害
者
の
福
祉
は
、

措
置
制
度
か
ら
支
援
制
度
に
移

行
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
家
族
の
高
齢
化
等
に
よ
り

申
請
漏
れ
が
な
い
か
本
町
の
対

応
は
。

福
祉
課
長
　
平
成
十
四
年
十
月

か
ら
申
請
開
始
し
て
、
施
設
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
は
継
続
確
認
が

済
ん
で
お
り
、
支
援
費
受
給
者

証
を
三
月
十
二
日
に
発
行
済
で

あ
る
。
居
宅
サ
ー
ビ
ス
は
三
十

九
名
の
申
請
を
受
付
、
三
十
五

名
の
訪
問
調
査
を
終
え
二
十
九

名
に
受
給
者
証
を
交
付
し
た
。

残
り
の
方
は
、
今
週
中
に
交
付

予
定
で
あ
る
。

全
戦
没
者
刻
銘
碑
の
活
用
を

翁
長
町
長
は
、
基
本
姿
勢

の
中
で
「
平
和
憲
法
を
守

り
、
反
戦
平
和
、
国
際
交
流
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
平
和

事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
十
五
年
度
に
全
戦
没
者
刻

銘
碑
を
西
原
の
塔
の
敷
地
内
に

設
置
す
る
計
画
は
、
ど
の
様
な

意
図
で
ど
の
様
な
活
用
を
考
え

て
い
る
の
か
。

町
長
　
本
町
は
、
当
時
の
町
民

の
約
半
数
に
近
い
五
、
○
○
○

名
余
の
尊
い
人
命
を
失
い
、
悲

惨
な
戦
争
体
験
し
、
こ
れ
を
教

訓
と
し
て
後
世
に
平
和
の
あ
り

が
た
さ
を
伝
え
る
べ
き
と
の
こ

と
で
刻
銘
碑
の
設
置
で
あ
る
。

こ
の
刻
名
に
よ
り
平
和
思
想

の
高
揚
と
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈

る
と
同
時
に
、
参
拝
の
方
や
児

童
生
徒
へ
の
平
和
学
習
の
場
の

提
供
、
世
界
平
和
の
発
信
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
今
年
の

町
追
悼
式
に
合
わ
せ
た
い
。

町
営
の
墓
地
公
園
建
設
を

町
内
に
民
間
業
者
等
に
よ

る
不
法
な
墓
地
建
設
に
よ

り
、
警
告
や
禁
止
文
の
処
置
を

さ
れ
た
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
町
営
の
墓

地
公
園
の
建
設
並
び
に
墓
地
の

地
域
指
定
を
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

健
康
衛
生
課
長
　
長
年
の
懸
案

事
項
で
あ
り
、
墓
地
公
園
は
大

規
模
な
土
地
を
要
し
、
本
町
は

墓
地
埋
葬
に
関
す
る
法
律
の
許

可
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
適
当
な

場
所
が
な
い
。

地
域
指
定
は
、
そ
の
地
域
の

交
通
渋
滞
や
駐
車
場
の
確
保
、

地
域
住
民
の
同
意
な
ど
諸
々
の

問
題
が
出
る
の
で
、
本
町
の
望

ま
し
い
墓
地
の
あ
り
方
を
今
後

関
係
課
と
検
討
を
重
ね
る
必
要

が
あ
る
。

問

問 問

問

城間義光　議員

任意合併協議会への
影響は？
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図
書
館
建
設
事
業
費
、
今

年
度
一
○
億
一
、
五
六
○

万
円
起
債
を
さ
れ
て
い
る
。
有

利
な
地
総
債
を
充
て
る
事
に
よ

っ
て
、
三
○
％
〜
五
○
％
の
交

付
税
措
置
が
あ
る
と
聞
く
が
、

見
返
り
額
は
い
く
ら
か
。

企
画
財
政
課
長
　
五
○
％
を
想

定
し
て
お
り
、
五
億
七
八
○
万

円
を
見
込
ん
で
い
る
。

図
書
館
事
業
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
町
民
が
待
ち
望
ん

で
い
る
。
十
六
年
の
開
館
に
向

け
て
の
取
り
組
み
状
況
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
農
振
地
の
除

外
申
請
、
事
業
認
定
申
請
、
そ

の
他
、
そ
れ
か
ら
土
地
の
正
式

な
売
買
契
約
、
そ
し
て
建
築
工

事
に
入
り
ま
す
。十
五
年
度
は
、

家
具
や
備
品
の
発
注
等
を
し
て

い
き
た
い
。

町
民
参
加
型
、
西
原
町
と

し
て
の
ユ
ニ
ー
ク
な
特
徴

の
あ
る
図
書
館
経
営
を
す
る
に

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
連
携
活
用
は
で

き
な
い
か
。
図
書
館
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

が
共
同
事
業
と
し
て
義
務
と
責

任
を
分
担
し
て
事
業
に
あ
た

る
。
管
理
運
営
費
も
削
減
で
き

る
と
思
う
が
。
有
料
の
事
業
、

本
の
販
売
、
子
供
向
け
の
イ
ベ

ン
ト
、
成
人
向
け
の
教
育
講
座

等
を
と
り
入
れ
る
事
に
よ
っ
て

町
民
に
開
か
れ
た
、
親
し
ま
れ

る
図
書
館
づ
く
り
が
可
能
で
は

な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
ど
う
い
う
事

業
が
委
託
で
き
る
か
検
討
し
て

み
た
い
。
た
だ
本
を
　
貸
し
た

り
、
返
却
し
て
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、読
み
聞
か
せ
や
、子
供

向
け
の
講
演
又
地
域
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
地
域
資
料
づ
く
り
の
で

き
る
充
実
し
た
子
供
か
ら
大
人

ま
で
利
用
し
や
す
い
図
書
館
に

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

当
初
一
二
○
億
円

実
質
的
に
は
一
○
三
億

円
一
七
億
円
の
削
減

運
動
公
園
の
整
備
事
業
、

当
初
は
一
二
○
億
円
の
予

算
計
上
、
立
ち
止
ま
っ
て
足
元

を
見
つ
め
直
す
こ
と
に
よ
っ
て

一
七
億
円
の
削
減
、
大
変
す
ば

ら
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
実

質
的
に
は
一
○
三
億
円
の
事
業

費
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
整
備

事
業
も
十
五
年
度
で
完
了
と
の

事
だ
が
、
最
終
に
あ
た
っ
て
整

備
さ
れ
る
箇
所
に
梅
の
木
の
植

栽
が
で
き
な
い
か
。

都
市
計
画
課
長
　
梅
の
木
の
写

真
を
見
て
感
動
を
し
て
お
り
ま

す
。
今
植
栽
計
画
を
し
て
お
り

ま
す
が
、
周
辺
で
は
花
ま
つ
り

が
で
き
る
よ
う
又
、
運
動
公
園

を
活
性
化
さ
せ
る
べ
く
設
計
で

十
分
配
置
計
画
を
や
っ
て
い
き

た
い
。梅

の
植
栽
を
す
る
事
に
よ

っ
て
、
ヤ
ン
バ
ル
の
桜
に

勝
る
と
も
劣
ら
な
い
、
梅
見
祭

り
が
で
き
る
の
で
は
。
花
も
め

で
な
が
ら
実
も
活
用
で
き
る
。

香
り
も
大
変
い
い
。
運
動
公
園

の
整
備
事
業
の
終
り
に
あ
た
っ

て
、
記
念
と
し
て
是
非
植
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

都
市
計
画
課
長
　
で
き
る
だ
け

梅
の
植
栽
計
画
を
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

問問

問問

問

町
道
の
小
波
津
川
南
線
・

北
線
の
設
計
に
つ
い
て
は

障
害
者
の
方
々
に
も
便
利
で
散

策
、
花
見
が
で
き
る
よ
う
な
道

路
。
街
路
樹
は
桜
並
木
に
す
る

方
向
で
考
え
ら
れ
な
い
か
。

土
木
課
長
　
各
道
路
の
幅
員
は

十
c
に
し
た
い
。
そ
の
う
ち
二

c
を
歩
道
に
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
町
の
小
波
津
川
ま
ち
づ
く

り
計
画
の
中
で
、
道
路
の
植
栽

に
つ
い
て
は
桜
も
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
町
花
木
の
サ
ワ
フ
ジ
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ど
の
樹
種
が

良
い
の
か
、
検
討
し
ま
す
。
将

来
は
サ
ワ
フ
ジ
・
桜
祭
り
が
で

き
な
い
も
の
か
、
考
え
て
お
り

ま
す
。

小
波
津
川
の
整
備
が
完
了

す
る
こ
と
に
よ
り
、
下
流

域
の
洪
水
被
害
は
解
消
さ
れ
る

と
思
う
。
反
面
、
干
ば
つ
に
な

る
と
小
波
津
川
は
極
端
に
流
水

量
が
減
少
し
、
ほ
と
ん
ど
生
活

排
水
だ
け
の
流
れ
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
常
時
、
清
流
を
維
持
す

る
た
め
に
上
流
域
に
水
源
確
保

と
豊
富
な
地
下
水
等
を
利
用
し

た
方
が
良
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
こ
で
、
干
ば
つ
に
お
け
る
流

水
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

土
木
課
長
　
小
波
津
川
の
上
流

域
で
は
改
修
後
、
自
然
環
境
を

活
か
し
た
エ
コ
ロ
ジ
ー
パ
ー
ク

が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で

調
整
池
も
造
れ
な
い
か
、
検
討

し
ま
す
。
上
流
域
の
保
水
力
を

高
め
、
斜
面
緑
地
を
保
全
す
る

た
め
に
、
植
林
す
る
こ
と
も
重

要
だ
ろ
う
と
考
え
て
お
り
ま

す
。体

育
館
側
か
ら
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
へ
の
通
路
は
利
便
性

の
面
か
ら
階
段
を
工
夫
し
、
防

犯
灯
や
緊
急
時
に
お
け
る
安
全

対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

都
市
計
画
課
長
　
体
育
館
側
か

ら
の
通
路
は
い
ろ
い
ろ
工
夫

し
、
で
き
る
だ
け
緩
や
か
な
階

段
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
園
路
内
に
は
防
犯
灯
を
設

置
し
ま
す
。
安
全
面
か
ら
、
園

路
内
に
Ｕ
タ
ー
ン
箇
所
を
設
け

て
、
緊
急
時
に
車
両
が
通
行
で

き
る
よ
う
に
設
計
を
考
え
て
お

り
ま
す
。

県
道
三
十
八
号
線
と
接
続

す
る
翁
長
と
呉
屋
集
落
の

狭
い
生
活
道
と
農
道
が
進
入
道

路
に
な
る
と
思
い
、
安
全
面
か

ら
幅
員
を
広
げ
、
外
灯
や
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置
す
る
考
え
は

な
い
か
。
進
入
道
路
入
口
付
近

に
案
内
表
示
板
の
設
置
も
要
望

し
た
い
。

土
木
課
長
　
町
道
は
あ
る
程
度

舗
装
・
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
現
時
点
で
は
改
修
工
事
等

の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

都
市
計
画
課
長

県
道
三
十
八

号
線
と
町
道
と
の
交
差
点
付
近

に
案
内
表
示
板
を
立
て
る
方
向

で
検
討
し
ま
す
。

県
内
の
幾
つ
か
の
学
校
で

は
二
学
期
制
実
施
へ
の
方

向
の
よ
う
で
あ
る
が
、
当
局
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長
　
二
学
期
制
に
移
行
す

る
と
儀
式
的
行
事
や
中
間
・
期

末
テ
ス
ト
や
評
価
の
日
数
が
減

る
だ
け
授
業
時
数
が
増
え
る
メ

リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

こ
で
、
先
生
方
や
父
母
の
皆
さ

ん
と
も
よ
く
話
し
合
い
、
平
成

十
六
年
度
実
施
に
向
け
て
教
育

委
員
会
で
検
討
し
た
い
。

問

問 問

問問

西 原 町 議 会 だ よ り（17）第 16 号 2003（平成15年）６月１日発行

儀間信子 議員

◇特徴のあるユニー
クな図書館経営
◇ＮＰＯ（民間非営
利団体）の活用

呉屋吉則　議員

◇町道小波津川線の設計
◇テニスコート周辺の整
備

◇学校の二学期制
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市
町
村
合
併
に
つ
い
て

住
民
投
票
条
例
は
時
限

立
法
に
な
る
の
か
、
条
例
案
は

い
つ
頃
完
成
し
、
投
票
対
象
年

齢
は
何
歳
か
ら
考
え
て
い
る

か
、
合
併
特
例
法
期
限
内
の
合

併
は
目
標
に
し
て
い
る
の
か
伺

う
。

町
長
　
住
民
投
票
条
例
は
時
限

立
法
に
し
た
い
と
考
え
、
条
例

制
定
の
時
期
は
で
き
る
だ
け
六

月
定
例
議
会
に
間
に
合
わ
せ
て

提
案
で
き
る
よ
う
努
力
し
、
投

票
条
例
に
対
す
る
対
象
年
齢
は

原
則
的
に
は
幅
広
く
多
く
の
皆

さ
ん
の
意
向
を
聞
き
た
い
、
合

併
特
例
法
の
期
限
は
視
野
に
入

れ
て
お
り
ま
す
。

小
中
学
校
で
読
み
聞
か
せ

運
動
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。子
ど
も
読
書
推
進
法
で
は
、

子
ど
も
読
書
推
進
に
関
し
、
目

的
、
基
本
理
念
を
定
め
、
国
及

び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
を
明

ら
か
に
し
、
必
要
な
事
項
を
定

め
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
読

書
活
動
の
日
の
主
旨
に
ふ
さ
わ

し
い
事
業
を
実
施
す
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
り

ま
す
が
本
町
で
は
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

生
涯
学
習
課
長
　
子
ど
も
の
読

書
活
動
に
国
民
が
関
心
と
理
解

を
深
め
子
ど
も
が
積
極
的
に
読

書
意
欲
を
高
め
る
た
め
子
ど
も

読
書
の
日
を
四
月
二
十
三
日
に

設
け
て
い
ま
す
。

部
署
と
し
て
は
、
環
境
整
備

に
努
め
、
図
書
館
と
し
て
も
何

ら
か
の
事
業
を
開
館
後
は
考
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

認
可
外
保
育
園
へ
の
助
成

拡
大
の
要
因
と
、
学
童
保

育
は
対
象
児
童
は
小
学
一
年
か

ら
三
年
で
あ
る
が
、
県
は
幼
稚

園
児
も
お
お
む
ね
認
め
て
い
る

と
聞
く
が
ど
う
か
、
又
本
町
で

は
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か
。

町
長
　
現
在
町
立
二
園
、
認
可

園
六
ヶ
園
で
対
応
し
、
平
成
十

五
年
に
は
認
可
園
一
ヶ
所
増
設

し
ま
し
た
が
な
お
待
機
児
童
が

出
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
、
す
ぐ

来
年
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
で
き
る
だ
け
十
七
年
あ
た

り
に
は
一
ヶ
園
増
設
し
さ
ら
に

現
在
西
原
保
育
園
が
か
な
り
老

朽
化
し
て
お
り
平
成
十
九
年
あ

た
り
で
き
れ
ば
改
築
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
間
町
民
の
子

ど
も
た
ち
が
認
可
外
に
は
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
の
で
町
と
し

て
も
財
源
の
許
す
限
り
助
成
で

き
る
も
の
に
つ
い
て
は
助
成
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

基
本
構
想
と
い
う
の
は
街

づ
く
り
の
指
針
で
あ
り
、

大
事
な
柱
な
ん
で
す
よ
。
こ
れ

か
ら
先
、
五
年
と
か
十
年
の
ス

パ
ン
で
や
る
計
画
で
あ
り
ま
す

か
ら
こ
れ
は
一
年
前
位
に
出
来

上
が
っ
て
い
て
、
半
年
前
に
は

議
会
に
提
案
す
る
、
そ
れ
ぐ
ら

い
熱
を
入
れ
て
や
ら
ん
と
い
か

な
い
も
の
だ
と
私
は
理
解
し
て

い
る
ん
で
す
が
、
一
ヵ
年
経
過

し
て
か
ら
、
は
じ
め
て
議
会
に

提
案
さ
れ
る
と
い
う
失
態
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
翁
長
町
制

の
大
き
な
失
態
だ
と
思
い
ま
す

が
、
町
長
い
か
が
で
す
か
。

民
間
だ
っ
た
ら
、
担
当
者
も

担
当
課
長
も
間
違
い
な
く
ク
ビ

で
す
よ
。

町
長
　
町
の
総
合
計
画
の
策
定

が
遅
れ
た
事
に
つ
き
ま
し
て
は

大
変
申
し
訳
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
二
度
と
こ
う
い
う
事

が
な
い
よ
う
に
十
分
対
応
す
る

よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
企
画
財
政
課
が
担
当
し

て
お
り
ま
す
が
合
併
問
題
、
電

子
自
治
体
、
電
子
政
府
に
対
す

る
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
問
題
、
男

女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
て
の

計
画
策
定
に
そ
の
他
一
般
の
事

務
等
の
問
題
も
あ
り
ま
し
て
遅

れ
た
事
を
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

西
原
町
も
「
放
置
自
動
車

の
発
生
の
防
止
及
び
適
正

な
処
理
に
関
す
る
条
例
」
を
制

定
し
て
お
り
ま
し
て
、
現
在
ま

で
に
何
台
ど
の
よ
う
な
方
法
で

処
理
し
た
か
、
ま
た
そ
の
的
確

な
作
業
を
こ
れ
か
ら
も
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す

の
で
そ
の
事
に
つ
い
て
お
聞
き

致
し
ま
す
。

健
康
衛
生
課
長
　
ま
ず
調
査
を

行
い
ま
し
て
、「
町
放
置
自
動

車
の
発
生
の
防
止
及
び
適
正
な

処
理
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
り

廃
棄
物
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
自

動
車
等
の
車
両
番
号
及
び
車
体

番
号
を
陸
運
事
務
所
、
軽
自
動

車
検
査
協
会
に
照
会
し
ま
す
。

そ
し
て
所
有
者
が
判
明
し
た
場

合
は
撤
去
す
る
よ
う
に
指
導
し

所
有
者
が
不
明
な
場
合
は
廃
棄

物
処
理
法
第
十
九
条
の
七
に
基

づ
い
て
公
告
を
し
て
撤
去
を
行

い
、
具
志
川
市
の
拓
南
商
事
に

て
処
理
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
放
置
自
動
車
の
状
況
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
五
十
三
台
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
警
告
書

を
貼
り
付
け
と
指
導
に
よ
る
自

主
撤
去
台
数
は
三
十
四
台
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。

図
書
館
建
設
に
つ
い
て
で

す
が
、
町
の
今
の
計
画
で

や
っ
て
い
っ
た
と
し
た
ら
平
成

十
五
年
度
の
終
り
頃
に
は
町
の

借
金
は
一
般
会
計
だ
け
で
も
百

数
億
円
に
な
り
ま
す
し
、
特
別

会
計
も
合
計
し
ま
す
と
百
何
十

億
円
と
言
う
借
金
が
出
来
て
し

ま
う
。
嘉
手
納
町
の
よ
う
に
助

役
も
収
入
役
も
廃
止
に
な
ら
ん

と
も
限
ら
な
い
。
依
っ
て
土
地

を
買
え
ば
民
活
で
あ
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

町
長
　
図
書
館
の
建
設
に
Ｐ
Ｆ

Ｉ
の
活
用
の
件
で
す
が
、
い
ろ

い
ろ
立
ち
上
げ
る
ま
で
に
時
間

が
か
か
る
と
い
う
事
も
あ
っ
て

我
々
と
し
て
は
こ
の
地
総
債
を

活
用
す
れ
ば
交
付
税
の
補
填
が

き
く
と
い
う
こ
と
で
財
政
運
営

上
こ
の
方
が
望
ま
し
い
だ
ろ
う

と
こ
の
方
を
選
択
し
ま
し
た
。

問

問

問問

問

問
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町
施
設
に
お
け
る
町
歌

の
定
時
放
送
に
つ
い
て

太
平
洋
を
越
え
て
く
る

潮
の
香
り
の
爽
や
か
さ

…
…
以
上
は
本
町
の
町
歌
の
一

部
で
あ
る
。
先
の
成
人
式
に
お

け
る
町
歌
斉
唱
で
新
成
人
の
殆

ど
が
歌
え
な
い
状
況
で
あ
り
ま

し
た
。
町
民
全
員
が
町
の
歌
を

歌
え
る
よ
う
に
す
る
の
も
町
の

義
務
と
考
え
る
。
町
役
場
、
中

央
公
民
館
等
に
お
い
て
定
時
放

送
を
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

総
務
課
長
　
今
後
、
町
歌
の
普

及
を
含
め
ま
し
て
慎
重
に
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

町
長
　
特
定
の
施
設
で
と
い
う

こ
と
も
考
慮
す
る
中
で
町
民
に

普
及
さ
せ
る
方
向
で
前
向
き
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

小
橋
川
地
区
の
土
砂
崩
れ
農

地
の
現
状
回
復
に
つ
い
て

町
長
は
施
政
方
針
で
さ
と

う
き
び
の
増
産
に
努
め
る

こ
と
を
う
た
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
早
急

に
農
地
の
現
状
回
復
を
行
い
、

き
び
増
産
を
図
る
こ
と
と
な
る

が
。

産
業
課
長
　
農
地
災
害
適
用
で

県
と
協
議
し
た
が
畑
を
保
護
す

る
目
的
の
場
合
は
適
用
が
厳
し

い
。
関
係
機
関
と
調
整
し
今
後

の
対
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

津
花
波
地
区
経
営
構
造

対
策
事
業
に
つ
い
て

当
該
施
設
で
チ
ン
ゲ
ン
サ

イ
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
を
生
産

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
将
来

展
望
は
ど
う
か
。又
、生
産
農
家

個
人
に
よ
る
販
路
拡
大
は
限
度

が
あ
る
。町
と
し
て
販
路
開
拓

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

産
業
課
長
　
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
は
健

康
食
と
言
わ
れ
冬
場
の
本
土
出

荷
が
十
分
狙
え
ま
す
し
、
夏
場

に
は
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
が
将
来
的

に
有
望
な
作
物
と
期
待
が
で
き

る
。
販
路
に
つ
い
て
は
農
協
自

か
ら
販
売
し
た
い
と
の
要
望
も

あ
り
ま
す
の
で
町
と
し
て
も
調

整
し
て
い
き
た
い
。

ペ
イ
オ
フ
対
策
に
つ
い
て

昨
年
四
月
よ
り
日
本
の
銀

行
で
も
ペ
イ
オ
フ
が
始
ま

り
、
十
二
月
の
「
預
金
保
険
法

及
び
金
融
機
関
等
の
更
生
手
続

き
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
可

決
成
立
を
受
け
、
い
わ
ゆ
る
第

二
段
階
の
ペ
イ
オ
フ
が
始
ま
る

が
、
町
の
財
産
の
ひ
と
つ
で
あ

る
預
金
の
運
用
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

収
入
役
　
平
成
十
四
年
一
月
に

「
西
原
町
ペ
イ
オ
フ
対
策
検
討

委
員
会
」
を
設
置
し
て
お
り
ま

す
。
金
融
機
関
の
財
務
内
容
が

健
全
か
ど
う
か
の
重
要
な
指
標

の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
自
己
資
本

比
率
」
等
を
検
討
委
員
会
に
お

い
て
十
分
チ
ェ
ッ
ク
協
議
の
う

え
、
金
融
機
関
を
選
択
し
、
よ

り
安
全
で
効
率
の
よ
い
運
用
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
ま
で
七
十
億
前
後
推

移
し
て
い
た
一
般
会
計
に

お
け
る
町
債
（
借
金
）
が
、
平

成
十
四
年
の
最
終
補
正
に
て
十

四
億
七
千
百
二
十
万
の
借
り
入

れ
と
平
成
十
五
年
の
当
初
予
算

に
お
け
る
二
十
六
億
六
千
八
百

六
十
万
の
借
り
入
れ
に
よ
り
累

積
で
百
億
三
千
三
百
九
十
七
万

五
千
円
に
な
る
が
健
全
な
行
財

政
運
営
の
立
場
か
ら
、
今
後
の

財
政
運
営
を
ど
の
様
に
考
え
て

い
る
か
。

町
長
　
昔
は
最
高
八
％
の
金
利

の
時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、
平

成
十
三
年
度
は
一
・
六
％
で
、

今
後
、
も
っ
と
下
が
る
の
か
、

下
が
ら
な
い
の
か
、
そ
れ
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
今
、
ゼ
ロ
金

利
政
策
と
い
う
言
葉
が
出
る
時

代
で
す
。
単
純
に
申
し
上
げ
ま

す
が
、
平
成
十
四
年
と
平
成
十

五
年
、
両
方
合
わ
せ
ま
す
と
確

か
に
四
十
一
億
三
千
九
百
八
十

万
円
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
う
ち
の
交
付
税
で
み

ら
れ
る
分
、
あ
る
い
は
中
部
製

糖
が
直
接
返
す
分
を
引
き
ま
す

と
二
十
億
九
千
万
ぐ
ら
い
を
み

て
お
り
ま
す
。
公
債
費
比
率
、

あ
る
い
は
一
人
当
た
り
の
町
民

の
町
債
の
負
担
割
合
等
か
ら
し

ま
し
て
、
確
か
に
負
担
は
増
え

る
で
し
ょ
う
が
、
財
政
が
負
担

す
る
と
い
う
段
階
に
は
至
ら
な

い
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

監
査
委
員
　
金
を
借
り
る
以
上

は
、
や
は
り
、
今
後
の
収
入
を

ど
う
い
う
ふ
う
に
図
る
か
と
い

う
こ
と
が
、
当
然
考
え
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
し
、
将
来
を
考

え
る
と
公
債
比
率
に
、
か
な
り

影
響
す
る
と
言
う
事
も
あ
り
ま

す
。図

書
館
建
設
に
十
七
億
の

借
金
を
し
て
造
る
中
で
こ

れ
ま
で
図
書
館
建
設
基
金
を
設

置
す
る
事
も
出
来
ず
、
積
立
金

す
ら
ゼ
ロ
の
状
態
で
図
書
館
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
（
運
営
資

金
）
が
年
内
一
億
二
千
万
か
ら

一
億
三
千
万
ぐ
ら
い
、
か
か
る

と
見
込
ま
れ
る
中
で
、
ど
こ
か

ら
、
そ
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

を
生
み
出
す
考
え
か
。

町
長
　
図
書
館
を
造
っ
て
町
民

に
負
担
が
な
い
の
か
と
い
う

と
、
こ
れ
は
負
担
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
現
行
の
税
体

系
の
中
で
課
税
客
体
の
適
正
な

把
握
と
賦
課
徴
収
の
徴
収
率
の

向
上
、
そ
れ
以
外
に
も
工
業
専

用
地
域
の
企
業
誘
致
を
図
っ
て

税
源
を
見
い
だ
す
の
も
一
つ
の

方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
庁
舎
建
設
基

金
を
は
じ
め
と
す
る
十
八

億
の
基
金
が
今
回
、
四
億
取
り

く
ず
す
状
態
の
中
で
、
そ
れ
で

も
た
り
な
く
、
臨
時
財
政
対
策

債
で
今
年
は
七
億
円
借
り
て
い

ま
す
が
、
交
付
税
も
対
前
年
度

比
で
十
八
・
三
％
減
っ
て
い
る

事
に
つ
い
て
ど
の
様
に
対
処
す

る
か
。

企
画
財
政
課
長
　
交
付
税
に
つ

い
て
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
と

予
想
を
し
て
い
ま
す
が
自
主
財

源
を
図
る
中
か
ら
全
体
的
な
運

営
の
費
用
、
あ
る
い
は
維
持
管

理
の
費
用
を
出
し
、
特
に
歳
出

面
に
お
い
て
は
、
ス
ク
ラ
ッ
プ

ア
ン
ド
ビ
ル
ド
に
よ
る
事
務
事

業
の
見
直
し
を
行
う
と
共
に
義

務
的
経
費
の
節
減
を
配
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問

問

問

問問

問

問

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

一
、
平
張
り
ハ
ウ
ス
の
設
置
状
況
お

よ
び
今
後
の
設
置
計
画
、
特
例
作

物
、
販
路
開
拓
は
ど
う
す
る
の
か
。
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中には11連休で、すっかり連休ボケに……。な
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議会では、市町村合併について、否定派と肯
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考えましょう。

仲宗根

平
成
十
五
年
度
の
定
期

人
事
異
動
に
よ
り
、
五
年

間
頑
張
っ
て
き
た
庶
務
係

長
の
諸
見
里
幸
子
が
福
祉

課
へ
、
書
記
の
喜
屋
武
良

則
が
議
事
係
長
へ
昇
任
、

福
祉
課
よ
り
、
渡
名
喜
栄

子
が
就
任
し
ま
し
た
。
諸

見
里
係
長
に
は
今
後
町
民

福
祉
に
頑
張
っ
て
戴
き
ま
す
。

事
務
局
長
　
平
　
良
　
昌
　
二

議
事
係
長
　
喜
屋
武
　
良
　
則
（
昇
任
）

庶

務

係
　
渡
名
喜
　
栄
　
子
（
福
祉
課
）

嘱
託
職
員
　
幸
　
地
　
か
お
る

喜屋武良則渡名喜栄子

津花波野菜生産組合

町議会では会期中の３月12日の午後から三常任委員会の合同所管事務調

査として、津花波野菜生産組合温室工事現場、～町道翁長上原線～運動

公園テニスコート工事現場～平張りハウス施設～いいあんべー家～マリ

ンタウン地区等を視察してきました。

町道翁長・上原線

平張りハウス施設運動公園テニスコート造成現場

議
会
事
務
局
よ
り

3/3
0 第２回市町村合併を考える講演会

今回は市町村合併
推進派の常磐大学教
授の井上繁氏を招い
て「今、なぜ市町村
合併か」と題して、
講演会を行ないまし
た。
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